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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

報
告
書
が
策
定
さ
れ
た
か
、
報
告

書
は
問
題
点
を
理
論
的
に
導
き

出
し
て
い
る
か
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・

エ
ン
ド
ラ
イ
ン
の
比
較
は
容
易
か

指
標
1
-
1
 ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
の
作
成

（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
作
成
の
実
績
、
記
載
内
容
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査

報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告

書
、
日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

問
題
点
周
知
の
活
動
の
質
・
量
・

参
加
人
数
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

標
レ
ベ
ル
ま
で
達
し
た
か

C
/
P
及
び
教
員
へ
の
問
題
点
周
知
に
係
る
活
動
の
実
績

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
 日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教
員

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
、
教
員
が
問
題
点
を
十
分
に

把
握
し
て
い
る
か
否
か
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
結
果
を
分
析
し
判
断

C
/
P
及
び
教
員
が
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
報
告
書
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
の

認
識
度

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
C
A
研
修
及
び
研
修
で
使
用
さ

れ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
(授
業
評
価

表
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
な
ど
）
の

質
が
３
年
間
で
向
上
し
た
か
、
州
・

郡
に
よ
る
主
体
的
な
研
修
の
計

画
・
実
施
体
制
は
自
立
発
展
性
が

望
め
る
レ
ベ
ル
ま
で
向
上
し
た

か
、
得
ら
れ
た
情
報
を
分
析
し
判

断

指
標
2
-
1
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
研
修
実
施
報
告

書 （
C
C
A
研
修
の
質
と
そ
の
変
遷
、
C
C
A
研
修
で
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

質
と
そ
の
変
遷
、
C
/
P
の
研
修
の
計
画
・
実
施
体
制
に
係
る
主
体
性
と
そ
の

変
遷
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
研
修
実

績
報
告
書
、
C
C
A
研
修
で
使
用
さ
れ

る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗

報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡

C
/
P
、
教
員

月
に
１
度
研
修
が
実
施
さ
れ
た

か
、
中
央
政
府
へ
の
報
告
書
は

州
教
育
文
化
局
及
び
IM
A
P
に
よ

り
定
期
的
に
提
出
さ
れ
た
か

指
標
２
－
２
　
研
修
頻
度
及
び
中
央
政
府
へ
の
報
告
書
提
出
頻
度

（
定
期
的
な
C
C
A
研
修
実
施
の
記
録
）

教
育
文
化
省
宛
研
修
報
告
書
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
研
修
実

績
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報

告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡

C
/
P

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
人

員
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
人
材

が
育
っ
て
い
る
か
、
研
修
が
州
・

郡
の
十
分
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

下
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

得
ら
れ
た
関
連
情
報
を
分
析
し
判

断

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
修
実
施
の
実
績

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
主
体
性
の
度
合
・
主
体
性
を
表
す
事
例

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
そ
の
他
州
・
郡
C
/
P
、
校
長
、
教
員
に
よ

る
C
C
A
研
修
意
図
の
理
解
度

日
本
人
専
門
家
に
よ
る
C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
評
価

研
修
実
績
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、

州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

州
・
郡
に
よ
り
C
C
A
研
修
の
予
算

が
計
上
さ
れ
、
増
え
て
い
る
か

州
・
郡
の
C
C
A
研
修
に
関
す
る
予
算
計
上
状
況
（
2
0
0
6
-
2
0
0
9
)

中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、
日
本
人
専
門

家
質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
評

価
・
認
知
度
は
向
上
し
、
C
/
P
の

主
体
的
な
行
動
促
進
に
繋
が
っ

た
か
を
得
ら
れ
た
情
報
を
分
析
し

判
断

中
央
政
府
・
州
・
郡
C
/
P
お
よ
び
教
員
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
評

価
・
認
知
度

中
央
政
府
・
州
・
郡
C
/
P
、
教
員

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
・
シ
ス
テ
ム
の

質
は
目
標
レ
ベ
ル
に
達
し
た
か
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
指
導
・
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
定
期
的
か
つ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
目
標
と
す
る
質
で
実
践
さ

れ
て
い
る
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力

向
上
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
定
期
的
か
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
標
と
す
る
質
で

実
践
さ
れ
て
い
る
か
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
標
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
か

指
標
３
-
1
　
研
修
実
施
報
告
書
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
と
、
そ
の
評
価
に

関
す
る
記
載
内
容

(モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
・
シ
ス
テ
ム
の
質
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
指
導
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
実
践
度
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
向
上
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
践
度
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
度
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
研
修
実

績
報
告
書
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門

家
、
州
・
郡
C
/
P
、
校
長

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

情
報
源

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
2
の
達
成
度
：

（
研
修
実
施
体
制
の
確
立
）
：
対
象

郡
に
お
い
て
、
C
R
E
S
C
E
R
本
体
研

修
と
共
に
、
月
例
の
C
R
E
S
C
E
R
実

践
研
修
が
州
教
育
文
化
局
と
IM
A
P

に
よ
っ
て
主
体
的
に
実
施
さ
れ
る

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
3
の
達
成
度
：

（
研
修
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
践
）
：

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
に
て
教

室
レ
ベ
ル
の
変
化
に
注
目
し
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
を
開
発
し
、

C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
の
中
で
実

践
す
る

判
断
基
準
・
方
法

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
1
の
達
成
度
：

（
ガ
ザ
州
授
業
実
施
状
況
の
把

握
）
：
案
件
開
始
時
点
と
終
了
時
点

に
お
け
る
対
象
郡
で
の
授
業
実
施

上
の
問
題
点
が
把
握
・
共
有
さ
れ

る

３　評価グリッド（和文）
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

C
/
P
、
教
員
は
充
分
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
重
要
性
・
意
図
を
理
解
し

て
い
る
か
、
得
ら
れ
た
情
報
を
分

析
し
判
断

州
・
郡
C
/
P
お
よ
び
教
員
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
・
意
図
の
理
解
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教
員

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

建
設
前
後
の
研
修
頻
度
、
研
修

参
加
者
の
比
較
、
州
・
郡
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
す
る
一
校
あ

た
り
の
研
修
実
施
回
数
と
の
比
較

指
標
４
－
１
　
建
設
校
で
の
建
設
前
後
の
研
修
実
施
頻
度
、
教
員
参
加
実

績 （
2
0
0
6
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で
の
改
修
校
で
の
C
C
A
研
修
回
数
、
教
員
参
加

者
数
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
内
研
修
実

績
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報

告
書
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ

ン
調
査
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、

州
・
郡
C
/
P

指
標
４
－
２
　
1
教
室
あ
た
り
の
建
設
コ
ス
ト

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
1
教
室
あ
た
り
の
建
設
コ
ス
ト
）

月
間
建
設
進
捗
報
告
書
、
住
民
参

加
教
室
建
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
投
入
実
績

表
、
N
G
O
年
間
報
告
書

2
0
0
6
-
2
0
0
9
ま
で
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
政
府
標
準
設

計
の
小
学
校
の
１
教
室
当
た
り
の
建
設
コ
ス
ト

教
育
文
化
省
資
料

計
画
と
実
際
の
工
期
と
の
比
較

指
標
４
－
３
　
予
定
工
期
に
対
す
る
遅
延
日
数

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
建
設
・
改
修
さ
れ
た
、
T
h
at
e
la
n
e
, 
M
al
ah
ic
e
,

O
lo
m
be
, 
B
an
in
e
, 
B
e
tu
la
小
学
校
の
予
定
工
期
に
対
す
る
遅
延
日
数
）

施
工
完
了
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
N
G
O
年
間
報
告
書

校
舎
、
施
設
、
備
品
の
質
は
適
当

か
、
C
/
P
や
教
員
の
満
足
度
は
充

分
に
高
い
か
を
、
得
ら
れ
た
情
報

を
分
析
し
判
断

建
設
・
改
修
さ
れ
た
校
舎
、
施
設
の
質
、
供
与
さ
れ
た
備
品
の
質

建
設
・
改
修
さ
れ
た
校
舎
、
施
設
の
質
、
供
与
さ
れ
た
備
品
に
関
す
る
C
/
P
、

教
員
の
満
足
度

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員

校
舎
、
施
設
、
備
品
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
実
践
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
標
と
し
て
い
た
レ
ベ
ル
に
達
し

て
い
る
か
、
視
察
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
り
判
断

校
舎
、
施
設
、
備
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
の
確
立
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
践
度
日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
は
充
分
で

あ
っ
た
か
、
得
ら
れ
た
情
報
を
分

析
し
判
断

新
校
舎
建
設
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
・
支
援
・
理
解
度

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
代
表
者
、
N
G
O

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
値
と
の
比

較
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
・
後
の
数
値

の
比
較

指
標
１
　
対
象
6
郡
内
で
の
研
修
実
施
頻
度
と
研
修
対
象
と
な
る
教
員
の
参

加
割
合

（
C
C
A
研
修
実
績
、
C
C
A
研
修
へ
の
教
員
の
参
加
者
数
、
研
修
対
象
教
員

に
対
す
る
参
加
教
員
の
割
合
・
お
よ
び
割
合
の
平
均
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
の
前
後
の
比

較
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
の
比
較
（
要
確
認
）
、
教
員

の
自
己
評
価
結
果
の
分
析
・
検
討

に
よ
る
判
断

指
標
２
　
授
業
参
観
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
よ
る
教
員
の
授
業
実
施
能

力
の
向
上

（
教
員
の
授
業
実
施
能
力
の
向
上
度
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
、
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
、
教
員

の
自
己
評
価
調
査
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、

州
・
郡
C
/
P
、
教
員

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調

査
の
比
較
、
教
員
の
自
己
評
価

結
果
の
分
析
・
検
討
に
よ
る
判
断

指
標
３
　
対
象
郡
の
郡
教
育
技
官
・
教
員
・
児
童
を
対
象
と
し
た
授
業
内
容

に
関
す
る
調
査
結
果
の
向
上

（
教
員
の
授
業
内
容
の
改
善
度
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
お
よ
び
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
報
告
書
、
教
員
の
自
己
評
価

調
査
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員

教
員
の
意
欲
・
意
識
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
っ
て
向
上
し
た
か
、
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
判
断

生
徒
の
学
び
に
つ
な
が
る
授
業
を
実
施
に
対
す
る
教
員
の
意
欲
及
び
意
識

の
向
上
度

教
員
の
自
己
評
価
調
査
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
記
録
、
教
員
、
郡
C
/
P
、
日
本

人
専
門
家

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
：
「
ガ
ザ
州
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
対
象
6
郡
に
お
い

て
、
教
室
レ
ベ
ル
で
の
活
動
を
主

体
と
し
た
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
が

定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
教
員
の
授
業
実
施
能
力
が
向

上
す
る
」
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た

か

実
績

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達

成
度

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
4
の
達
成
度
：

（
研
修
施
設
と
し
て
の
教
室
整
備
）
：

教
室
環
境
が
劣
悪
な
学
区
中
心
校

に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の

教
室
を
適
切
な
仕
様
・
工
期
・
プ
ロ

セ
ス
に
て
建
設
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
値
及
び
、
同
時

期
（
2
0
0
6
-
2
0
0
9
)に
政
府
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
学
校
と
の
比
較

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
視
察
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

生
徒
の
理
解
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
向
上
し
た
か
、
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
判
断

教
室
レ
ベ
ル
で
の
生
徒
の
反
応
・
理
解
度
の
改
善
度

対
象
6
郡
に
お
け
る
、
生
徒
の
全
国
統
一
試
験
で
の
理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
点
数
の
2
0
0
4
-
2
0
0
9
の
推
移

全
国
統
一
試
験
で
の
理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
全
国
平
均
点
数
の

2
0
0
4
-
2
0
0
9
の
推
移

全
国
統
一
試
験
点
数
、
州
・
郡

C
/
P
、
教
員
、
児
童

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
0
6
-
2
0
0
9
に
か
け
て
、
中
央
政

府
ま
た
は
ガ
ザ
州
に
お
い
て
C
C
A

に
関
す
る
予
算
を
計
上
し
、
額
が

伸
び
た
か

指
標
１
　
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
に
係
る
先
方
の
予
算
措
置
状
況

（
2
0
0
6
-
2
0
0
9
年
の
中
央
政
府
お
よ
び
ガ
ザ
州
に
お
け
る
C
C
A
研
修
に
係
る

予
算
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
評

価
は
モ
国
に
よ
る
持
続
的
・
主
体

的
な
C
C
A
研
修
を
促
進
す
る
に
足

る
ほ
ど
高
ま
っ
た
か
、
得
ら
れ
た

情
報
を
分
析
し
判
断

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
に
よ
る
本
研
修
モ
デ
ル
の
有
効
性
に

関
す
る
評
価

中
央
・
州
・
郡
C
/
P

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
人

員
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
、
人
材

が
育
っ
て
い
る
か
、
研
修
が
州
・

郡
の
十
分
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

下
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

得
ら
れ
た
関
連
情
報
を
分
析
し
判

断

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
修
実
施
の
実
績

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
主
体
性
の
度
合
・
主
体
性
を
表
す
事
例

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
そ
の
他
州
・
郡
C
/
P
、
校
長
、
教
員
に
よ

る
C
C
A
研
修
意
図
の
理
解
度

日
本
人
専
門
家
に
よ
る
C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
評
価

研
修
実
績
報
告
書
、
プ
ロ
じ
ぇ
く
ち
進

捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
州
・

郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上
位
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
要

因
は
あ
る
か

社
会
経
済
的
要
因
、
社
会
文
化
的
な
要
因
、
ア
ク
セ
ス
等
の
状
況
の
動
向

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

計
画
ど
お
り
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
か

ら
の
投
入
は
な
さ
れ
た
か
、
な
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
そ
の
理
由
は
何
か

＊
C
/
P
の
配
置

投
入
計
画
と
実
際
の
投
入
と
の
比

較
配
置
人
数
と
役
職

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
経

費
と
資
材

投
入
計
画
と
実
際
の
投
入
と
の
比

較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
に
配
分
さ
れ
た
経
費
と
資
材
の
リ
ス
ト

計
画
ど
お
り
に
日
本
側
か
ら
の
投

入
は
な
さ
れ
た
か
、
な
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
そ
の
理
由
は
何
か

＊
専
門
家
派
遣

投
入
計
画
と
実
際
の
比
較

各
分
野
、
人
数
、
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容

＊
本
邦
研
修
へ
の
研
修
員
受
入

投
入
計
画
と
実
際
の
比
較

研
修
内
容
、
人
数
、
期
間

＊
第
三
国
研
修
へ
の
研
修
員
派
遣
投
入
計
画
と
実
際
の
比
較

研
修
内
容
、
人
数
、
期
間

＊
機
材

投
入
計
画
と
実
際
の
比
較

種
類
と
数
量
、
投
入
目
的

＊
現
地
活
動
費

投
入
計
画
と
実
際
の
比
較

活
動
予
算
と
支
出
内
容

活
動
は
計
画
ど
お
り
に
行
わ
れ
た
P
O
と
の
比
較

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
状
況

活
動
の
進
捗
に
影
響
を
与
え
た
問

題
は
あ
る
か

進
捗
に
影
響
を
与
え
た
問
題

問
題
発
生
時
に
と
ら
れ
た
対
応

問
題
発
生
時
の
対
応
策
、
問
題
解
決
の
仕
組
み

C
C
A
研
修
計
画
・
実
施
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
係
る
意
思
決
定
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
・
頻
度

学
校
建
設
に
係
る
意
思
決
定
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
・
頻
度

専
門
家
の
引
き
継
ぎ
プ
ロ
セ
ス
、
専
門
家
と
C
/
P
、
C
/
P
同
士
（
特
に
異
な
る

レ
ベ
ル
、
機
関
内
で
の
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
・
方
法
、
計
画
変
更

時
の
対
応
状
況
、
共
同
で
取
り
組
む
問
題
の
解
決
方
法
、
信
頼
関
係
の
確

立
、
J
C
C
の
開
催
頻
度

上
位
目
標
「
対
象
6
郡
の
小
学
校
に

お
い
て
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
が

持
続
的
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が
整

う
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
3
～
5

年
で
見
込
め
る
か

活
動
の
進
捗
状
況

意
思
決
定
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

投
入
実
績

上
位
目
標
達
成
の
見

込
み

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
意
思
決

定
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
で
な
さ
れ
た
か
、
効

果
的
に
行
わ
れ
情
報
は
共
有
さ
れ

た
か

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

資
料
レ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
N
G
O

投
入
実
績
表
、
活
動
報
告
書
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本
の
関
係
機
関

（
J
IC
A
本
部
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務

所
、
大
使
館
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
及
び
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
関

係
機
関
（
中
央
・
州
・
郡
）
は
効
果
的

に
行
わ
れ
た
か

日
本
の
関
係
機
関
、
モ
国
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、
方
法
、

計
画
変
更
時
の
対
応
状
況
、
共
同
で
取
り
組
む
問
題
の
解
決
方
法
、
協
力

内
容
、
モ
国
側
主
体
制

C
C
A
研
修
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
記
録

学
校
建
設
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
記
録

C
C
A
研
修
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
用
状
況

学
校
建
設
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
用
状
況

P
D
M
、
詳
細
活
動
に
軌
道
修
正
が

行
わ
れ
た
か
,行
わ
れ
た
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
適
切
で
あ
っ
た
か

P
D
M
修
正
の
軌
跡
と
変
更
理
由
、
変
更
プ
ロ
セ
ス

外
部
条
件
に
変
化
は
あ
っ
た
か

そ
れ
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か

そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
適
切
で

あ
っ
た
か

外
部
条
件
の
変
化
の
有
無
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
与
え
た
変
化
と
そ
れ
に

対
す
る
対
応
状
況

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
教
育
文
化

省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
の
権
限
・

役
割
は
明
確
か

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
の
位
置
づ
け
（
権
限
、
役
割
、
責
任
、

他
機
関
と
の
関
係
）

モ
国
側
責
任
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の
参
加
の
度
合
い

は
適
切
か

モ
側
責
任
者
・
関
係
者
の
意
識
と
参
加
度
合
い

適
切
な
C
/
P
が
配
置
さ
れ
た
か

C
/
P
配
置
に
つ
い
て
の
日
本
人
専
門
家
の
評
価
・
満
足
度

日
本
人
専
門
家

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
へ
の
参
加
は
十

分
で
あ
っ
た
か

C
/
P
の
活
動
状
況
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
を
含
む
）
、
専
門
家

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
（
活
動
報
告
含
む
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

C
/
P
側
の
予
算
の
配
分
は
十
分
か

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
投
入
実
績

投
入
実
績
表
、
日
本
人
専
門
家
、
中

央
・
州
・
郡
C
/
P

上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
教
育
開
発
政

策
と
の
整
合
性
は
あ
る
か

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
教
育
開
発
方
針

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
教
育
セ
ク
タ
ー
戦

略
計
画
2
、
教
員
教
育
戦
略

上
位
目
標
と
日
本
の
開
発
援
助
政

策
と
の
整
合
性
は
あ
る
か

日
本
の
対
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
援
助
方
針

対
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
別
援
助
計
画

J
IC
A
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
業
実
施
計

画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
の
選
定

は
適
切
で
あ
っ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
の
選
定
根
拠
・
基
準

事
前
調
査
報
告
書
、
実
施
協
議
報

告
書

無
資
格
前
期
初
等
教
育
教
員
比
率
の
全
国
平
均
の
推
移
(2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

ガ
ザ
州
無
資
格
教
員
比
率
の
推
移
（
2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

政
府
・
州
教
育
統
計
、
日
本
人
専
門

家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

前
期
初
等
教
育
留
年
率
全
国
平
均
の
推
移
（
2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

ガ
ザ
州
前
期
初
等
教
育
留
年
率
の
推
移
（
2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

政
府
・
州
教
育
統
計
、
日
本
人
専
門

家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ

た
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ

た
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
は
ど
の
よ
う

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
反
映
さ

れ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
に
お
け
る

主
要
基
礎
教
育
指
標
の
推
移
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
、
現
在
で
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ

る
か

実
施
プ
ロ
セ
ス

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の

妥
当
性

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

状
況

ケ
シ

C
/
P
の
配
置

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
プ
ラ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録

日
本
人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡

C
/
P
、
N
G
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

資
料
レ
ビ
ュ
ー

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

N
G
O
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
は
的

確
だ
っ
た
か

C
/
P
機
関
お
よ
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
プ
ロ
セ
ス

事
前
評
価
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
中

央
・
州
・
郡
C
/
P

モ
国
政
府
に
よ
る
C
R
E
S
C
E
R
研
修
の
実
施
実
績

中
央
・
州
C
/
P

教
室
建
設
サ
イ
ト
の
住
民
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
賛
同
度
合

N
G
O
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
代
表
者
、
日
本
人
専
門
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域
の
教
員

の
授
業
実
施
能
力
向
上
の
戦
略
と

し
て
適
切
だ
っ
た
か

6
郡
選
定
の
適
切
性
、
C
R
E
S
C
E
R
本
研
修
を
強
化
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適

切
性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
は
適
切

だ
っ
た
か

計
画
さ
れ
た
「
活
動
」
→
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
→
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
」
→

「
上
位
目
標
達
成
」
の
論
理
性
は
適
切
だ
っ
た
か

日
本
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ

ウ
の
比
較
優
位
性

協
力
内
容
・
分
野
に
対
す
る
J
IC
A

の
こ
れ
ま
で
の
支
援
実
績
は
あ
る

か 知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か

本
分
野
に
お
け
る
日
本
の
過
去
の
実
績
と
経
験

C
/
P
か
ら
の
評
価

J
IC
A
関
係
者
、
J
IC
A
資
料
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
環
境
の
変

化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
取
り
巻
く
環
境
（
他
ド
ナ
ー
の
援

助
動
向
含
む
）
に
変
化
は
あ
っ
た

か
,そ
れ
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
変
化
を
示
す
情
報
、
他
ド
ナ
ー
の
援
助
動
向
の

推
移

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
値
と
の
比

較
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
・
後
の
数
値

の
比
較

指
標
１
　
対
象
6
郡
内
で
の
研
修
実
施
頻
度
と
研
修
対
象
と
な
る
教
員
の
参

加
割
合

（
C
C
A
研
修
実
績
、
C
C
A
研
修
へ
の
教
員
の
参
加
者
数
、
研
修
対
象
教
員

に
対
す
る
参
加
教
員
の
割
合
・
お
よ
び
割
合
の
平
均
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
の
前
後
の
比

較
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
の
比
較
、
教
員
の
自
己
評

価
結
果
の
分
析
・
検
討
に
よ
る
判

断

指
標
２
　
授
業
参
観
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
よ
る
教
員
の
授
業
実
施
能

力
の
向
上

（
教
員
の
授
業
実
施
能
力
の
向
上
度
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
、
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
、
教
員

の
自
己
評
価
調
査
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、

州
・
郡
C
/
P
、
教
員

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
と
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調

査
の
比
較
、
教
員
の
自
己
評
価

結
果
の
分
析
・
検
討
に
よ
る
判
断

指
標
３
　
対
象
郡
の
郡
教
育
技
官
・
教
員
・
児
童
を
対
象
と
し
た
授
業
内
容

に
関
す
る
調
査
結
果
の
向
上

（
教
員
の
授
業
内
容
の
改
善
度
）

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
お
よ
び
エ
ン
ド
ラ
イ
ン

調
査
報
告
書
、
教
員
の
自
己
評
価

調
査
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
教

員

教
員
の
意
欲
・
意
識
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
っ
て
向
上
し
た
か
、
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
判
断

生
徒
の
学
び
に
つ
な
が
る
授
業
を
実
施
に
対
す
る
教
員
の
意
欲
及
び
意
識

の
向
上
度

教
員
の
自
己
評
価
調
査
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
記
録
、
教
員
、
郡
C
/
P
、
日
本

人
専
門
家

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生
徒
の
理
解
度
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
時
よ
り
向
上
し
た
か
、
得
ら

れ
た
情
報
を
分
析
し
判
断

教
室
レ
ベ
ル
で
の
生
徒
の
反
応
・
理
解
度
の
改
善
度

対
象
6
郡
に
お
け
る
、
生
徒
の
全
国
統
一
試
験
で
の
理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
点
数
の
2
0
0
4
-
2
0
0
9
の
推
移

全
国
統
一
試
験
で
の
理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
全
国
平
均
点
数
の

2
0
0
4
-
2
0
0
9
の
推
移

全
国
統
一
試
験
点
数
、
州
・
郡

C
/
P
、
教
員
、
児
童

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
促

進
・
阻
害
す
る
要
因
は
あ
る
か

促
進
要
因
、
阻
害
要
因
と
対
処
方
法

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
十
分
で
あ
る

か
外
部
条
件
と
因
果
関
係
か
ら
確
認
さ
れ
る
計
画
の
論
理
性

日
本
人
専
門
家
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報
告
書

対
象
郡
の
研
修
を
受
け
た
教
員
の
郡
内
の
小
学
校
で
の
勤
務
継
続
状
況

州
・
郡
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
統
計

H
IV
/
A
ID
S
の
影
響
に
よ
る
教
員
不
足
の
影
響
の
有
無

州
・
郡
統
計

2
. 
有
効
性

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

前
提
条
件
に
変
化
は
な
い
か
、
満

た
さ
れ
て
い
る
か

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
と
の
因
果
関

係プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

の
見
込
み

手
段
の
適
切
性

1
.　
妥
当
性

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
に
至
る
ま
で
の
外
部
条
件
は
現

在
に
お
い
て
も
正
し
い
か

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

事
前
評
価
報
告
書
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

進
捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
中

央
・
州
・
郡
C
/
P
、
N
G
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
：
「
ガ
ザ
州
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
対
象
6
郡
に
お
い

て
、
教
室
レ
ベ
ル
で
の
活
動
を
主

体
と
し
た
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
が

定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
教
員
の
授
業
実
施
能
力
が
向

上
す
る
」
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た

か

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

期
待
さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
得
る
た

め
に
予
定
さ
れ
た
活
動
が
適
切
に

実
施
さ
れ
た
か

「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
実
績
」
お
よ
び
「
活
動
実
績
」

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
阻
害
し
た
要

因
は
あ
る
か

阻
害
要
因
と
対
処
方
法

活
動
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
ま
で
の
外

部
条
件
は
現
時
点
で
も
正
し
い
か
、

外
部
条
件
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た

か

研
修
を
受
講
し
た
主
要
な
C
/
P
の
移
動
頻
度

日
本
人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専
門
家
派
遣
（
人
数
、
分
野
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

供
与
機
材
（
種
類
、
機
種
、
数
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

C
/
P
配
置
（
人
数
、
分
野
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

C
/
P
研
修
（
人
数
、
分
野
、
回
数
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

活
用
さ
れ
な
か
っ
た
投
入
の
有
無

活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
産
出
に
十
分

で
あ
っ
た
か

活
動
実
績
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
実
績

技
術
移
転
の
方
法

J
IC
A
に
よ
る
技
術
移
転
の
方
法
が

C
/
P
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も

の
で
あ
っ
た
か

C
/
P
の
満
足
度
、
改
善
点

州
・
郡
C
/
P

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

運
営
管
理
体
制

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管
理
体
制

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
推
進
に
効

果
的
か
つ
効
率
的
で
あ
っ
た
か

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
の
業
務
現
状
、
N
G
O
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
機
関
と
の
連
携
体
制
、
J
IC
A
本
部
、
J
IC
A
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務
所
、
教
育

文
化
省
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
J
IC
A
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務

所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

費
用
対
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

対
象
州
・
郡
の
リ
ソ
ー
ス
や
経
験
が

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

対
象
州
・
郡
の
リ
ソ
ー
ス
お
よ
び
現
行
C
R
E
S
C
E
R
本
体
の
研
修
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
人
材
・
機
材
な
ど
の
活
用
例
と
そ
の
効
果

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
, 
N
G
O

上
記
以
外
の
方
策
で
有
効
な
方
策

は
採
ら
れ
て
い
る
か

U
D
E
B
A
、
C
C
M
に
委
託
し
た
事
業
と
活
動
に
よ
り
想
定
し
た
成
果
は
出
現
し

た
か
、
ま
た
そ
れ
に
伴
い
支
出
し
た
金
額
は
適
当
で
あ
っ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家

他
ド
ナ
ー
、
他
ス
キ
ー

ム
と
の
強
調
・
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
高
め
る
た

め
に
他
ド
ナ
ー
及
び
他
ス
キ
ー
ム
と

の
協
力
・
連
携
が
効
果
的
に
な
さ
れ

た
か

C
R
E
S
C
E
R
本
研
修
、
外
務
省
草
の
根
無
償
、
S
M
A
S
S
E
、
E
F
A
-
F
T
I、
お
よ

び
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
、
州
C
/
P

2
0
0
6
-
2
0
0
9
に
か
け
て
、
中
央
政

府
ま
た
は
ガ
ザ
州
は
C
C
A
に
関

す
る
予
算
を
計
上
し
、
額
が
伸
び

た
か

指
標
１
　
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
に
係
る
先
方
の
予
算
措
置
状
況

（
2
0
0
6
-
2
0
0
9
年
の
中
央
政
府
お
よ
び
ガ
ザ
州
に
お
け
る
C
C
A
研
修
に
係
る

予
算
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
評

価
は
モ
国
に
よ
る
持
続
的
・
主
体

的
な
C
C
A
研
修
を
促
進
す
る
に
足

る
ほ
ど
高
ま
っ
た
か
、
得
ら
れ
た

情
報
を
分
析
し
判
断

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
に
よ
る
本
研
修
モ
デ
ル
の
有
効
性
に

関
す
る
評
価

中
央
・
州
・
郡
C
/
P

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
人

員
が
持
続
的
に
確
保
さ
れ
、
人
材

が
育
っ
て
い
る
か
、
研
修
が
州
・

郡
の
十
分
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

下
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

得
ら
れ
た
関
連
情
報
を
分
析
し
判

断

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
修
実
施
の
実
績

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
主
体
性
の
度
合
・
主
体
性
を
表
す
事
例

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
そ
の
他
州
・
郡
C
/
P
、
校
長
、
教
員
に
よ

る
C
C
A
研
修
意
図
の
理
解
度

日
本
人
専
門
家
に
よ
る
C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
評
価

研
修
実
績
報
告
書
、
プ
ロ
じ
ぇ
く
ち
進

捗
報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
州
・

郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
州
・
郡
C
/
P
、
N
G
O

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3
.　
効
率
性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
費

用
対
効
果

活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
過
不
足

の
無
い
量
・
質
の
投
入
が
タ
イ
ミ
ン

グ
で
実
施
さ
れ
た
か

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
産
出

上
位
目
標
達
成
の
見

込
み

投
入
、
活
動
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
　
因
果
関
係

上
位
目
標
「
対
象
6
郡
の
小
学
校
に

お
い
て
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
が

持
続
的
に
実
施
さ
れ
る
体
制
が
整

う
」
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
3
～
5

年
で
見
込
め
る
か

投
入
実
績
表
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗

報
告
書
、
日
本
人
専
門
家
、
中
央
・

州
・
郡
C
/
P
、
N
G
O

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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評
価
グ
リ
ッ
ド
「
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
　
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
終
了
時
評
価

大
項
目

小
項
目

情
報
源

評
価
項
目

調
査
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
設
問

判
断
基
準
・
方
法

上
位
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
要

因
は
あ
る
か

社
会
経
済
的
要
因
、
社
会
文
化
的
な
要
因
、
ア
ク
セ
ス
等
の
状
況
の
動
向

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
正
の
影

響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
法
律
・
制
度
・
基
準
等
の
整
備
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
人
権
・
貧
富
な
ど
社

会
・
文
化
的
側
面
、
技
術
面
で
の
変
革
、
対
象
社
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
・
受
益
者
な
ど
へ
の
経
済
的
影
響

対
象
州
・
郡
内
に
お
け
る
自
発
的
な
関
連
活
動
の
実
施
、
他
州
・
郡
に
よ
る

同
様
の
研
修
モ
デ
ル
の
採
択
、
C
R
E
S
C
E
R
本
体
の
研
修
へ
の
イ
ン
パ
ク

ト
、
他
ド
ナ
ー
と
強
調
し
た
効
果
的
政
策
提
言
の
有
無
、
住
民
参
加
の
学
校

建
設
手
法
の
他
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
共
有

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
負
の
影

響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
法
律
・
制
度
・
基
準
等
の
整
備
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
人
権
・
貧
富
な
ど
社

会
・
文
化
的
側
面
、
技
術
面
で
の
変
革
、
対
象
社
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係

者
・
受
益
者
な
ど
へ
の
経
済
的
影
響

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
、

N
G
O

上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に

乖
離
は
な
い
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ロ
ジ
ッ
ク
、
外
部
条
件
の
影
響

外
部
条
件
は
現
時
点
で
も
正
し
く
、

満
た
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
か

外
部
条
件
の
変
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
し
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
側

の
方
針
、
今
後
の
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
し
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
対
象
州
教
育
文
化
局
の
活

動
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
見
込
み
、
具
体
的
な
計
画
の
有
無

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
出
金
額
推
移

C
R
E
S
C
E
R
本
研
修
お
よ
び
州
教
育
文
化
局
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
予
算

対
象
州
教
育
文
化
局
に
お
け
る
今
後
の
予
算
計
画

教
育
文
化
省
、
対
象
州
・
郡
教
育
文
化
局
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る

認
識
の
度
合
い
と
関
与
状
況
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
与
に
関
す
る
課
題

中
央
政
府
、
州
、
郡
関
係
者
の
活
動
状
況
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
度
合
い

人
員
面

配
置
・
訓
練
さ
れ
た
モ
国
側
人
員
は

留
任
す
る
か

人
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
の
対

策
は
あ
る
か

公
務
員
・
教
員
の
平
均
的
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
状
況
、
C
/
P
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

際
の
引
継
ぎ
状
況

移
転
し
た
技
術
の
定
着
度
、
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
技
術
・
能
力
、
自
力
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
有
無

州
・
郡
関
係
者
へ
の
技
術
の
定
着
度
、
課
題
は
何
か

機
材
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
建
設
・
整
備
さ
れ
た

校
舎
・
資
機
材
の
維
持
管
理
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

校
舎
・
施
設
・
資
機
材
の
維
持
管
理
・
活
用
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
効
果
が
引
き
続
き
発
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

要
因

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
効
果
が
引
き
続
き
発
現
し
て
い
く
た
め
の
阻
害
要

因
と
な
る
も
の

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

波
及
効
果

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
央
・
州
・
郡
C
/
P

4
. 
イ
ン
パ
ク
ト

5
. 
自
立
発
展

性

因
果
関
係

資
料
レ
ビ
ュ
ー
、
質
問
票
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

質
問
票
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制
（
教
育

文
化
省
、
対
象
州
・
郡
教
育
文
化

局
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
効

果
を
挙
げ
る
活
動
を
実
施
す
る
に

足
る
組
織
能
力
が
あ
る
か

日
本
人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡

C
/
P
、
N
G
O

持
続
的
効
果
の
発
現
要
因
と
阻
害

要
因

本
ア
プ
ロ
ー
チ
が
今
後
対
象
州
・
郡

の
活
動
と
し
て
十
分
な
予
算
が
確

保
さ
れ
る
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P

技
術
面

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
政
策
的
な

支
援
が
持
続
す
る
か

組
織
面

財
政
面

中
央
・
州
・
郡
C
/
P

自
立
発
展
性
の
発
現
・

阻
害
要
因

政
策
面

州
・
郡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
独
自
で
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
、

実
施
す
る
能
力
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
有
し
て
い
る
か

P
D
M
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
日
本

人
専
門
家
、
中
央
・
州
・
郡
C
/
P
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

指
標
1
-
1
 ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
報
告

書
の
作
成

（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
・
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
作
成
の

実
績
、
記
載
内
容
）

 ◆
本
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
下
で
は
、
 1
) 
教
育
大
学
に
よ
り
実
施
さ
れ
2
0
0
７
年
1
2
月
に
提
出
さ
れ
た
C
C
A
研
修
中
間
評
価
、
2
) 
後
任
日
本
人
専
門
家
に
よ
り
2
0
0
8
年
初
頭
に

実
施
さ
れ
た
C
C
A
研
修
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
3
) 
IN
D
E
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
終
了
時
評
価
時
点
で
第
一
ド
ラ
フ
ト
が
提
出
さ
れ
て
い
る
C
C
A
研
修
の
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
、
の

計
3
つ
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
1
)の
調
査
の
質
は
、
日
本
人
専
門
家
お
よ
び
D
P
E
C
に
よ
る
と
、
当
初
期
待
さ
れ
て
い
た
レ
ベ
ル
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
調
査
結
果
は

D
P
E
C
に
よ
る
対
象
6
郡
の
問
題
点
の
把
握
に
あ
ま
り
寄
与
し
な
か
っ
た
。
 よ
っ
て
3
)の
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
は
別
機
関
で
あ
る
IN
D
E
に
委
託
さ
れ
、
別
の
手
法
を
用
い
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
が
な
い
こ
と
と
、
中
間
評
価
と
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
が
別
機
関
に
よ
っ
て
別
手
法
を
用
い
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
を
適

切
に
測
る
デ
ー
タ
が
存
在
し
て
い
な
い
。

C
/
P
及
び
教
員
へ
の
問
題
点
周
知
に
係
る
活
動
の

実
績

◆
上
記
1
) 
中
間
評
価
、
お
よ
び
2
)ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
報
告
書
は
対
象
6
郡
の
S
D
E
J
T
、
D
P
E
C
、
IF
P
、
M
E
C
に
配
布
さ
れ
た
。
1
)は
2
0
0
7
年
1
2
月
の
J
C
C
で
教
育
大

学
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。

◆
3
)の
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
は
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
関
連
機
関
及
び
他
ド
ナ
ー
と
共
有
さ
れ
る
予
定
。

C
/
P
及
び
教
員
が
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
報
告
書
に
よ
り
指

摘
さ
れ
た
問
題
点
の
認
識
度

◆
調
査
1
)は
質
が
予
定
し
て
い
た
レ
ベ
ル
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
D
P
E
C
に
よ
る
対
象
6
郡
の
問
題
点
の
把
握
に
あ
ま
り
寄
与
し
な
か
っ
た
が
、
C
/
P
は
州
の
教
員
の
問
題

点
に
つ
い
て
十
分
に
把
握
し
て
い
た
。
定
期
的
な
C
C
A
研
修
の
実
施
が
、
D
P
E
C
、
S
D
E
J
T
に
よ
る
問
題
の
把
握
を
助
け
た
と
言
え
る
。

指
標
2
-
1
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
作
成
さ

れ
る
研
修
実
施
報
告
書

（
C
C
A
研
修
の
質
と
そ
の
変
遷
、
C
C
A
研
修
で
使
用
さ

れ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
質
と
そ
の
変
遷
、
C
/
P
の
研
修

の
計
画
・
実
施
体
制
に
係
る
主
体
性
と
そ
の
変
遷
）

◆
C
C
A
 W
G
と
日
本
人
専
門
家
に
よ
り
、
研
修
で
使
用
さ
れ
る
「
授
業
内
容
表
」
、
「
授
業
計
画
表
」
、
「
授
業
評
価
表
」
、
お
よ
び
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
」
と
い
う
4
つ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
が
作
ら
れ
た
。
授
業
計
画
表
及
び
授
業
評
価
表
は
よ
り
実
用
的
で
使
い
や
す
く
す
る
た
め
、
2
度
改
訂
が
加
え
ら
れ
た
。

◆
研
修
の
質
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
8
年
7
月
か
ら
の
モ
デ
ル
学
区
研
修
の
導
入
に
よ
り
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

◆
当
初
、
C
C
A
研
修
の
目
的
や
手
法
が
学
区
レ
ベ
ル
で
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
全
て
の
レ
ベ
ル
で
十
分
に
理
解
さ
れ
、
意
図
し
た
と

お
り
の
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

◆
C
C
A
研
修
の
計
画
・
実
施
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
C
C
A
 W
G
の
体
制
は
確
立
さ
れ
、
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
と
日
本
人
専
門
家
に
よ
る
評
価
も

高
い
。

◆
評
価
団
に
よ
る
研
修
後
会
議
の
視
察
の
際
も
、
郡
C
/
P
は
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
に
お
け
る
前
回
の
C
C
A
研
修
の
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
て
発
言
し
て
お
り
、
積
極
的
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

指
標
2
-
2
　
研
修
頻
度
及
び
中
央
政
府
へ
の
報
告
書

提
出
頻
度

（
定
期
的
な
C
C
A
研
修
実
施
の
記
録
）

◆
C
C
A
研
修
は
当
初
4
つ
の
郡
で
4
度
試
行
さ
れ
た
後
、
6
郡
へ
広
が
っ
た
。
2
0
0
9
年
4
月
時
点
で
C
C
A
研
修
は
計
1
6
回
実
施
さ
れ
て
お
り
、
延
べ
3
1
,2
6
9
名
の
教
員
が
参
加

し
た
。
平
均
出
席
率
は
対
象
郡
の
全
E
P
１
教
員
の
8
0
%
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
D
P
E
C
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
書
を
2
度
作
成
、
そ
れ
ぞ
れ
中
央
政
府
へ
提
出

し
て
い
る
。

中
央
政
府
・
州
・
郡
C
/
P
お
よ
び
教
員
に
よ
る
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
評
価
・
認
知
度

◆
州
お
よ
び
郡
C
/
P
は
、
1
) 
教
員
に
実
際
の
教
室
と
い
う
現
場
で
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、
2
) 
教
員
に
教
育
学
的
課
題
や
手
法
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
意

見
交
換
を
す
る
場
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
、
3
) 
IF
P
講
師
か
ら
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

◆
IF
P
は
、
補
助
教
材
作
成
を
特
に
高
く
評
価
し
て
お
り
、
IF
P
で
の
授
業
で
も
補
助
教
材
を
使
用
し
て
い
る
。

◆
M
E
C
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
州
主
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
M
E
C
は
主
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
3
の
達
成
度
：

（
研
修
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

践
）：
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

内
に
て
教
室
レ
ベ
ル
の
変

化
に
注
目
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
を
開
発
し
、

C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
の
中

で
実
践
す
る

指
標
3
-
1
　
研
修
実
施
報
告
書
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手

法
と
、
そ
の
評
価
に
関
す
る
記
載
内
容

(モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
・
シ
ス
テ
ム
の
質
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
指
導
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実
践
度
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

能
力
向
上
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
践
度
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
度
）

◆
以
下
の
C
C
A
研
修
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
が
開
発
さ
れ
た
。

・
 研
修
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
」
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
で
は
、
C
C
A
研
修
の
内
容
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
評
価
の
目
的
の
た
め
、
研
修
参
加

人
数
、
研
修
の
構
成
な
ど
が
IF
P
講
師
、
D
P
E
C
、
S
D
E
J
T
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
。
記
録
さ
れ
た
用
紙
は
日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

書
内
で
報
告
さ
れ
た
。

・
 C
C
A
研
修
に
お
け
る
教
授
法
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
評
価
は
「
授
業
評
価
表
」
を
用
い
て
IF
P
講
師
、
D
P
E
C
、
S
D
E
J
T
お
よ
び
研
修
参
加
教
員
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。

授
業
研
究
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
授
業
を
実
施
し
た
教
員
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
助
言
が
与
え
ら
れ
、
記
録
さ
れ
た
授
業
評
価
表
は
授
業
を
実
施
し

た
教
員
へ
渡
さ
れ
た
。

・
 C
C
A
研
修
後
会
議
は
C
C
A
研
修
実
施
2
週
間
後
に
実
施
さ
れ
た
。
授
業
評
価
表
で
得
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
に
よ
る
研
修
の
結
果
が
S
D
E
J
Ｔ
の
C
/
P
に

よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
発
表
さ
れ
た
。
日
本
人
専
門
家
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
に
記
載
し
た
他
、
今
後
の
研
修
の
ト
ピ
ッ
ク
選
定
の
際
の
材
料
と

し
た
。

◆
C
/
P
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
に
関
し
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
表
お
よ
び
授
業
評
価
表
の
開
発
と
そ
れ
ら
の
日
常
的
な
使
用
に
よ
り
向
上
が
図
ら
れ
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
1
の
達
成
度
：

（
ガ
ザ
州
授
業
実
施
状
況
の

把
握
）
：
案
件
開
始
時
点
と

終
了
時
点
に
お
け
る
対
象

郡
で
の
授
業
実
施
上
の
問

題
点
が
把
握
・
共
有
さ
れ
る

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
2
の
達
成
度
：

（
研
修
実
施
体
制
の
確
立
）
：

対
象
郡
に
お
い
て
、

C
R
E
S
C
E
R
本
体
研
修
と
共

に
、
月
例
の
C
R
E
S
C
E
R
実

践
研
修
が
州
教
育
文
化
局

と
IM
A
P
に
よ
っ
て
主
体
的
に

実
施
さ
れ
る

４　評価グリッド調査結果（和文）
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

指
標
4
-
1
　
建
設
校
で
の
建
設
前
後
の
研
修
実
施
頻

度
、
教
員
参
加
実
績

（
2
0
0
6
年
か
ら
2
0
0
9
年
ま
で
の
改
修
校
で
の
C
C
A
研

修
回
数
、
教
員
参
加
者
数
）

◆
C
C
A
 研
修
は
、
新
し
く
建
て
ら
れ
た
5
校
に
お
い
て
も
計
画
通
り
1
6
回
実
施
さ
れ
た
。

◆
タ
テ
ラ
ネ
 (
2
0
0
6
年
建
設
)

研
修
参
加
人
数
 2
0
0
6
年
: 
2
2
名
, 
2
0
0
7
年
: 
2
3
名
, 
2
0
0
8
年
: 
2
6
名

◆
マ
レ
イ
セ
 (
2
0
0
6
年
建
設
)

研
修
参
加
人
数
 2
0
0
6
年
: 
1
9
名
, 
2
0
0
7
年
: 
2
3
名
, 
2
0
0
8
年
: 
2
5
名

◆
オ
ロ
ン
ベ
 (
2
0
0
7
年
建
設
) 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

指
標
4
-
2
　
1
教
室
あ
た
り
の
建
設
コ
ス
ト

(プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
1
教
室
あ
た
り
の
建

設
コ
ス
ト
）

◆
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
教
室
あ
た
り
の
平
均
建
設
コ
ス
ト
 =
 2
0
0
6
年
：
2
6
8
,9
7
1
M
t,
 2
0
0
7
年
: 
2
5
3
,5
0
0
 U
S
D
, 
 2
0
0
8
年
: 
2
1
1
,7
6
7
M
t

2
0
0
6
-
2
0
0
9
ま
で
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
政
府
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
政
府
標
準
設
計
の
小
学
校
の
１
教
室
当
た
り

の
建
設
コ
ス
ト

◆
E
F
A
-
F
T
I資
金
の
1
教
室
当
た
り
の
平
均
建
設
コ
ス
ト
 =
 2
0
0
6
年
: 
1
4
5
,6
6
6
M
t,
 2
0
0
7
年
: 
2
0
5
,8
6
4
M
t,
 2
0
0
8
年
: 
2
0
5
,8
6
4
M
t

指
標
４
－
３
　
予
定
工
期
に
対
す
る
遅
延
日
数

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
建
設
・
改
修
さ
れ
た
、

T
h
at
e
la
n
e
, 
M
al
ah
ic
e
, 
O
lo
m
be
, 
B
an
in
e
, 
B
e
tu
la

小
学
校
の
予
定
工
期
に
対
す
る
遅
延
日
数
）

学
校
名
  
  
  
  
  
  
 予
定
工
期
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 実
際
の
工
期
  
  
  
  
  
  
 　
 遅
れ
た
日
数

タ
テ
ラ
ネ
  
 1
2
/
1
2
/
2
0
0
6
 ‒
 1
6
/
0
3
/
2
0
0
7
  
  
 0
2
/
0
1
/
2
0
0
7
 ‒
 2
0
/
0
4
/
2
0
0
7
  
  
  
  
  
1
0
 日

マ
レ
イ
セ
  
 1
5
/
1
2
/
2
0
0
6
 ‒
 1
6
/
0
3
/
2
0
0
7
  
  
 0
2
/
0
1
/
2
0
0
7
 ‒
 2
0
/
0
4
/
2
0
0
7
  
  
  
  
  
1
3
 日

オ
ロ
ン
ベ
  
 1
4
/
0
8
/
2
0
0
7
 ‒
 2
9
/
0
2
/
2
0
0
8
  
  
2
8
/
0
8
/
2
0
0
7
 ‒
 0
8
/
0
3
/
2
0
0
8
  
  
  
 遅
れ
な
し

バ
ニ
ー
ネ
  
1
4
/
0
8
/
2
0
0
7
 ‒
 2
8
/
0
2
/
2
0
0
8
  
  
2
8
/
0
8
/
2
0
0
7
 ‒
 0
8
/
0
3
/
2
0
0
8
  
  
  
  
遅
れ
な
し

ベ
ト
ゥ
ー
ラ
  
　
2
0
0
8
年
8
月
 ‒
 2
0
0
8
年
2
月
  
  
  
 2
0
0
8
年
8
月
 ‒
 2
0
0
8
年
3
月
  
  
  
  
  
  
 1
 ヶ
月

◆
上
記
に
よ
れ
ば
工
期
に
遅
れ
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
最
終
検
査
の
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
指
示
さ
れ
た
修
正
お
よ
び
学
校
の
引
き
渡
し
ま
で
含
め
る
と
、
全
体
と
し
て

3
～
4
週
間
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
雨
季
の
大
雨
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
の
農
作
業
の
収
穫
や
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
人
々
の
都
合
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

建
設
・
改
修
さ
れ
た
校
舎
、
施
設
の
質
、
供
与
さ
れ
た

備
品
の
質

建
設
・
改
修
さ
れ
た
校
舎
、
施
設
の
質
、
供
与
さ
れ
た

備
品
に
関
す
る
C
/
P
、
教
員
の
満
足
度

◆
D
P
E
C
に
よ
る
と
、
建
設
の
質
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
む
に
つ
れ
改
善
さ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
初
の
建
設
で
あ
っ
た
タ
テ
ラ
ネ
校
で
は
、
建
設
資
材
の
テ
ス
ト
を
せ
ず
に

建
設
を
始
め
た
た
め
、
そ
の
土
地
の
塩
分
を
含
ん
だ
水
に
よ
り
床
材
が
も
ろ
く
な
り
、
穴
や
割
れ
目
が
生
じ
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
れ
以
降
は
資
材
の
テ
ス
ト
を
課

す
る
こ
と
と
し
、
割
れ
目
な
ど
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
セ
メ
ン
ト
や
砂
な
ど
の
調
合
の
割
合
が
調
整
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
割
れ
目
や
穴
は
担
当
し

た
N
G
O
の
U
D
E
B
A
に
よ
り
随
時
修
理
さ
れ
て
い
る
。

◆
郡
C
/
P
、
教
員
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
も
建
設
さ
れ
た
校
舎
に
関
し
大
い
に
満
足
し
て
い
る
と
答
え
、
生
徒
た
ち
も
新
し
い
校
舎
の
中
で
勉
強
出
来
る
こ
と
を
非
常
に
う
れ

し
く
思
っ
て
い
る
旨
報
告
さ
れ
た
。

校
舎
、
施
設
、
備
品
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
の
確
立
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
践
度

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
学
校
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
規
定
が
作
ら
れ
た
。

新
校
舎
建
設
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
・
支
援
・

理
解
度

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
は
建
設
前
・
建
設
中
・
建
設
後
に
行
わ
れ
、
た
と
え
ば
ベ
ト
ゥ
ー
ラ
校
の
第
一
回
目
の
会
議
に
は
生
徒
た
ち
の
親
を
含
む
6
4
9
名
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
々
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
会
議
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
建
設
チ
ー
ム
が
選
ば
れ
、
計
画
が
策
定
さ
れ
、
彼
ら
に
よ
り
建
設
が
管
理
さ
れ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
人
々
は
、
主
に
建
設
エ
リ
ア
の
掃
除
、
基
礎
づ
く
り
、
障
害
物
の
除
去
、
砂
や
水
の
調
達
、
セ
メ
ン
ト
や
水
な
ど
の
運
搬
な
ど
に
従
事
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

U
D
E
B
A
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
建
設
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
学
校
の
運
営
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
な
し
に
建
設
さ
れ

た
学
校
に
は
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
旨
報
告
さ
れ
て
い
る
。

指
標
1
　
対
象
6
郡
内
で
の
研
修
実
施
頻
度
と
研
修
対

象
と
な
る
教
員
の
参
加
割
合

（
C
C
A
研
修
実
績
、
C
C
A
研
修
へ
の
教
員
の
参
加
者

数
、
研
修
対
象
教
員
に
対
す
る
参
加
教
員
の
割
合
・

お
よ
び
割
合
の
平
均
）

◆
終
了
時
評
価
時
点
で
C
C
A
研
修
は
計
1
6
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
均
出
席
率
は
対
象
郡
の
全
教
員
の
8
0
％
を
超
え
て
お
り
、
延
べ
3
1
,2
6
9
名
に
被
益
し
た
。

指
標
2
　
授
業
参
観
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
よ
る

教
員
の
授
業
実
施
能
力
の
向
上

（
教
員
の
授
業
実
施
能
力
の
向
上
度
）

◆
IN
D
E
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
で
観
察
し
た
9
5
名
の
教
員
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
授
業
計
画
表
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前

は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
習
慣
で
あ
る
。
多
く
の
C
/
P
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
対
象
教
員
が
得
た
能
力
の
一
つ
に
授
業
計
画
表
の
準
備
を
挙
げ
た
。

◆
終
了
時
評
価
時
に
実
施
し
た
教
員
の
自
己
評
価
に
よ
る
と
、
教
員
た
ち
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
自
ら
の
教
授
法
が
改
善
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
度

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
4
の
達
成
度
：

（
研
修
施
設
と
し
て
の
教
室

整
備
）
：
教
室
環
境
が
劣
悪

な
学
区
中
心
校
に
対
し
、
研

修
を
実
施
す
る
た
め
の
教

室
を
適
切
な
仕
様
・
工
期
・

プ
ロ
セ
ス
に
て
建
設
す
る
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

指
標
3
　
対
象
郡
の
郡
教
育
技
官
・
教
員
・
児
童
を
対

象
と
し
た
授
業
内
容
に
関
す
る
調
査
結
果
の
向
上

（
教
員
の
授
業
内
容
の
改
善
度
）

◆
2
0
0
8
年
7
月
お
よ
び
1
0
月
に
実
施
さ
れ
た
学
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
教
員
の
教
授
法
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
お
い
て
、
7
月
と
1
0
月
の
間
で
教
員
の
ス
キ
ル
に
関
す

る
点
数
の
伸
び
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
7
月
と
1
0
月
で
は
間
隔
が
十
分
に
開
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
数
の
伸
び
は
必
ず
し
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
も
の
で

な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

◆
IN
D
E
の
実
施
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
調
査
に
よ
る
と
、
未
だ
児
童
中
心
型
の
指
導
法
が
十
分
に
実
施
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
教
材
の
作
成
・
使
用
も
十
分
で
な
い
旨
報
告
さ
れ
て

い
る
。

◆
C
/
P
か
ら
は
、
教
員
た
ち
は
以
前
よ
り
も
生
徒
の
授
業
へ
の
参
加
を
促
す
よ
う
に
な
っ
た
旨
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
た
ち
は
生
徒
た
ち
を
よ
り
適
切
に
指
導
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
評
価
す
る
C
/
P
も
い
る
。

◆
D
P
E
C
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル
の
C
/
P
は
、
授
業
計
画
は
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
効
果
的
に
実
施
す
る
ス
キ
ル
を
教
員
た
ち
は
ま
だ
習
得
し
て
い
な
い
と
語
っ

た
。

教
室
レ
ベ
ル
で
の
生
徒
の
反
応
・
理
解
度
の
改
善
度

対
象
6
郡
に
お
け
る
、
生
徒
の
全
国
統
一
試
験
で
の

理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
点
数
の
2
0
0
4
-
2
0
0
9

の
推
移

全
国
統
一
試
験
で
の
理
科
、
算
数
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
全
国
平
均
点
数
の
2
0
0
4
-
2
0
0
9
の
推
移

◆
IN
D
E
に
よ
る
と
、
生
徒
の
試
験
に
お
け
る
ス
コ
ア
の
伸
び
は
見
ら
れ
な
い
。

◆
生
徒
た
ち
の
読
み
書
き
の
能
力
が
改
善
さ
れ
た
と
い
う
C
/
P
の
声
も
聞
か
れ
た
。

指
標
1
　
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
に
係
る
先
方
の
予
算

措
置
状
況

（
2
0
0
6
-
2
0
0
9
年
の
中
央
政
府
お
よ
び
ガ
ザ
州
に
お
け

る
C
C
A
研
修
に
係
る
予
算
）

◆
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
C
C
A
研
修
に
対
す
る
予
算
は
中
央
レ
ベ
ル
で
も
州
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
修
実
施
の
実

績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
主
体
性
の
度
合
・
主
体
性
を
表
す
事
例

C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
そ
の
他
州
・
郡

C
/
P
、
校
長
、
教
員
に
よ
る
C
C
A
研
修
意
図
の
理
解

度 日
本
人
専
門
家
に
よ
る
C
C
A
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

に
対
す
る
評
価

◆
C
C
A
 研
修
は
、
全
1
6
回
と
も
C
C
A
 W
G
に
よ
り
計
画
、
実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
た
。
研
修
準
備
お
よ
び
研
修
後
会
議
、
な
ら
び
に
研
修
に
は
平
均
1
5
-
2
0
名
の
C
/
P
が

参
加
し
た
。

◆
C
C
A
 W
G
の
体
制
は
確
立
さ
れ
、
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
と
日
本
人
専
門
家
に
よ
る
評
価
も
高
い
。

◆
当
初
C
C
A
研
修
の
目
的
や
手
法
が
学
区
レ
ベ
ル
で
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
全
て
の
レ
ベ
ル
で
十
分
に
理
解
さ
れ
、
意
図
し
た
と
お

り
の
研
修
が
実
施
あ
れ
て
い
る
。

◆
評
価
団
に
よ
る
研
修
後
会
議
の
視
察
の
際
も
、
郡
C
/
P
は
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
に
お
け
る
前
回
の
C
C
A
研
修
の
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
て
発
言
し
て
お
り
、
積
極
的
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。

◆
郡
C
/
P
か
ら
の
発
案
に
よ
り
、
通
常
は
学
区
内
で
行
わ
れ
て
い
る
C
C
A
研
修
が
学
区
間
に
お
い
て
も
試
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
区
間
で
の
意
見
交
換
や
経
験
の
共
有

が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
C
/
P
の
主
体
的
な
計
画
立
案
お
よ
び
活
動
の
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。

上
位
目
標
の
達
成
を
阻
害

す
る
要
因
は
あ
る
か

社
会
経
済
的
要
因
、
社
会
文
化
的
な
要
因
、
な
ど

◆
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
予
算
確
保
の
可
能
性
が
定
か
で
な
い
こ
と
。

計
画
ど
お
り
に
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
側
か
ら
の
投
入
は
な
さ
れ

た
か
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
そ
の
理
由
は
何
か

＊
C
/
P
の
配
置

配
置
人
数
と
役
職

◆
M
E
C
/
6
 名
, 
D
P
E
C
/
1
1
 名
, 
IF
P
/
9
 名
, 
S
D
E
J
T
/
6
 名

＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必

要
な
経
費
と
資
材

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
に
配
分
さ
れ
た
経
費
と
資

材
の
リ
ス
ト

◆
州
レ
ベ
ル
で
は
、
D
P
E
C
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
が
供
与
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
の
光
熱
費
等
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
。
郡
レ
ベ
ル
で
は
、
C
C
A
研

修
に
係
る
書
類
の
作
成
お
よ
び
配
布
の
た
め
の
紙
や
燃
料
等
が
供
与
さ
れ
た
。
人
材
と
し
て
は
、
中
央
の
教
育
文
化
省
か
か
ら
郡
レ
ベ
ル
ま
で
合
計
で
3
6
名
の
C
/
P
が
投

入
さ
れ
た
。
ま
た
、
5
校
の
学
校
建
設
に
関
し
、
建
設
用
地
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
、
協
力
が
得
ら
れ
た
。

計
画
ど
お
り
に
日
本
側
か
ら

の
投
入
は
な
さ
れ
た
か
、
な

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
そ
の
理

由
は
何
か

＊
専
門
家
派
遣

各
分
野
、
人
数
、
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容

◆
日
本
人
専
門
家
2
名
 (
2
0
0
5
年
1
0
月
か
ら
 2
0
0
7
年
1
2
月
ま
で
1
名
, 
 2
0
0
7
年
1
1
月
か
ら
 2
0
0
9
年
7
月
)

上
位
目
標
の
達
成
度

投
入
実
績

上
位
目
標
「
対
象
6
郡
の
小

学
校
に
お
い
て
C
R
E
S
C
E
R

実
践
研
修
が
持
続
的
に
実

施
さ
れ
る
体
制
が
整
う
」
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
3
～
5

年
で
見
込
め
る
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
：
「
ガ
ザ

州
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
対

象
6
郡
に
お
い
て
、
教
室
レ

ベ
ル
で
の
活
動
を
主
体
と
し

た
C
R
E
S
C
E
R
実
践
研
修
が

定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
教
員
の
授
業
実
施

能
力
が
向
上
す
る
」
は
ど
の

程
度
達
成
さ
れ
た
か

－138－



評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

＊
機
材

種
類
と
数
量
、
投
入
目
的

・
 車
両
2
台
：
1
台
は
C
C
A
研
修
調
整
の
た
め
に
D
P
E
C
に
、
も
う
1
台
は
C
C
A
研
修
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
IF
P
に
供
与
さ
れ
た
。

・
 バ
イ
ク
6
台
：
各
学
区
へ
の
研
修
関
連
書
類
の
配
布
や
研
修
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
、
対
象
6
郡
の
S
D
E
J
T
に
対
し
各
1
台
供
与
さ
れ
た
。

・
 デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
2
台
：
1
台
は
C
C
A
研
修
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
、
も
う
1
台
は
学
校
建
設
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
に
、
D
P
E
C
に
供
与
さ
れ
た
。

・
 デ
ス
ク
ト
ッ
プ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
6
台
：
C
C
A
研
修
の
関
連
書
類
作
成
の
た
め
、
対
象
6
郡
の
S
D
E
J
T
に
対
し
各
1
台
供
与
さ
れ
た
。

・
 ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
2
台
：
D
P
E
C
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
研
修
関
連
業
務
、
及
び
補
助
教
材
作
成
の
た
め
2
台
と
も
同
局
に
供
与
さ
れ
た
。

・
 プ
リ
ン
タ
ー
8
台
：
C
C
A
研
修
の
関
連
書
類
作
成
の
た
め
、
対
象
6
郡
の
S
D
E
J
T
に
対
し
各
1
台
供
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
白
黒
プ
リ
ン
タ
ー
1
台
、
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
1
台
の
計

2
台
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
書
類
作
成
の
た
め
D
P
E
C
に
供
与
さ
れ
た
。

・
 ス
キ
ャ
ナ
ー
1
台
：
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
書
類
作
成
の
た
め
D
P
E
C
に
供
与
さ
れ
た
。

活
動
は
計
画
ど
お
り
に
行
わ

れ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
状
況

◆
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
が
実
施
さ
れ
ず
代
わ
り
に
C
C
A
研
修
中
間
評
価
調
査
が
実
施
さ
れ
た
点
、
学
校
建
設
の
遅
れ
、
活
動
3
-
4
(モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
開
発
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

実
施
) 
な
ら
び
に
 3
-
5
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
）
に
代
わ
る
モ
デ
ル
学
区
研
修
と
補
助
教
材
作
成
の
導
入
を
除
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
ほ
ぼ
計
画
通
り

に
実
施
さ
れ
た
。

活
動
の
進
捗
に
影
響
を
与

え
た
問
題
は
あ
る
か

進
捗
に
影
響
を
与
え
た
問
題

◆
大
雨
、
収
獲
お
よ
び
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
っ
た
た
め
、
学
校
建
設
が
遅
れ
た
。

問
題
発
生
時
に
と
ら
れ
た
対

応
問
題
発
生
時
の
対
応
策
、
問
題
解
決
の
仕
組
み

◆
問
題
は
D
P
E
C
局
長
お
よ
び
課
長
、
な
ら
び
に
J
IC
A
と
話
し
合
わ
れ
た
後
、
6
郡
の
C
/
P
と
話
し
合
い
、
解
決
法
を
探
っ
た
。

C
C
A
研
修
計
画
・
実
施
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
係
る
意
思

決
定
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
・
頻
度

◆
重
要
な
意
思
決
定
は
6
郡
の
C
/
P
を
招
き
、
会
議
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
取
り
付
け
た
。

◆
日
本
人
専
門
家
は
 M
E
C
と
3
カ
月
に
1
報
告
書
送
付
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。
D
P
E
C
と
は
日
常
的
に
、
S
D
E
J
T
と
は
1
月
に
2
-
3
度
の
割

合
で
C
C
A
研
修
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
。
IF
P
と
は
1
カ
月
に
2
-
4
度
、
C
C
A
研
修
と
補
助
教
材
作
成
に
関
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
。

学
校
建
設
に
係
る
意
思
決
定
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
・
頻
度

◆
日
本
人
専
門
家
は
D
P
E
C
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
U
D
E
B
A
あ
る
い
は
C
C
M
と
月
に
2
-
3
度
建
設
の
進
捗
等
に
関
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
た
。

専
門
家
の
引
き
継
ぎ
プ
ロ
セ
ス
、
専
門
家
と
C
/
P
、

C
/
P
同
士
（
特
に
異
な
る
レ
ベ
ル
、
機
関
内
で
の
）
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
・
方
法
、
計
画
変
更
時

の
対
応
状
況
、
共
同
で
取
り
組
む
問
題
の
解
決
方

法
、
信
頼
関
係
の
確
立
、
J
C
C
の
開
催
頻
度

 ◆
J
C
C
 は
2
0
0
7
年
1
2
月
の
1
度
の
み
開
か
れ
た
。

◆
D
P
E
C
内
で
の
情
報
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
が
う
ま
く
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル
で
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
日
本
の
関

係
機
関
（
J
IC
A
本
部
・
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
事
務
所
、
大
使

館
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
及
び
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側

関
係
機
関
（
中
央
・
州
・
郡
）

は
効
果
的
に
行
わ
れ
た
か

日
本
の
関
係
機
関
、
モ
国
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
頻
度
、
方
法
、
計
画
変
更
時
の
対
応
状
況
、

共
同
で
取
り
組
む
問
題
の
解
決
方
法
、
協
力
内
容
、

モ
国
側
主
体
制

◆
日
本
人
専
門
家
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
や
問
題
の
報
告
・
話
し
合
い
の
た
め
、
J
IC
A
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務
所
と
頻
繁
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
。

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
校
建
設
を
請
け
負
っ
た
2
つ
の
N
G
O
に
対
し
、
さ
ら
な
る
学
校
建
設
を
可
能
に
す
る
た
め
、
草
の
根
無
償
資
金
に
応
募
す
る
こ
と
を
勧
め
、
現
在
選
考

中
で
あ
る
。

◆
教
育
大
学
お
よ
び
IN
D
E
と
は
、
契
約
期
間
中
一
カ
月
に
約
2
回
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
調
査
の
内
容
、
手
法
、
進
捗
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

C
C
A
研
修
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
プ
ラ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
研
修
の
回
数
お
よ
び
参
加
者
割
合
を
除
い
て
は
、
P
D
M
内
の
指
標
が
ク
リ
ア
で
な
い
こ
と
や
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
実
施
れ
な
か
っ
た
。
研
修
回
数
、
参
加
者
割
合
は
S
D
E
J
T
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、
日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
後
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
。

学
校
建
設
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
プ
ラ
ン
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録

◆
学
校
建
設
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
D
P
E
C
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
1
週
間
に
1
-
2
度
の
割
合
で
実
施
さ
れ
た
。
S
D
E
J
T
は
独
自
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
た

が
、
最
終
検
査
は
D
P
E
C
, 
S
D
E
J
T
, 
N
G
O
と
日
本
人
専
門
家
で
行
っ
た
。

C
C
A
研
修
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
用
状
況
◆
結
果
は
、
C
/
P
が
次
回
の
C
C
A
研
修
に
お
い
て
役
立
て
る
た
め
に
、
研
修
後
会
議
に
て
共
有
さ
れ
た
。

学
校
建
設
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
活
用
状
況
◆
結
果
に
基
づ
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
技
術
面
で
の
指
導
を
実
施
し
、
資
材
や
仕
様
の
変
更
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
そ
れ
を
指
示
し
、
学
校
建
設
の
質
を
確
保
し
た
。
ま

た
、
結
果
に
基
づ
き
、
N
G
O
に
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
促
し
た
。

P
D
M
、
詳
細
活
動
に
軌
道

修
正
が
行
わ
れ
た
か
,行
わ

れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
適

切
で
あ
っ
た
か

P
D
M
修
正
の
軌
跡
と
変
更
理
由
、
変
更
プ
ロ
セ
ス

◆
活
動
3
-
4
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
開
発
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
）
な
ら
び
に
 3
-
5
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
）
は
モ
デ
ル
学
区
研
修
と
補
助
教
材
作
成
に
置
き
換
え
ら
れ

た
が
、
P
D
M
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
意

思
決
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス

で
な
さ
れ
た
か
、
効
果
的
に

行
わ
れ
情
報
は
共
有
さ
れ

た
か

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

行
わ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
わ
れ
た
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
は
ど

の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
に
反
映
さ
れ
た
か

実
施
プ
ロ
セ
ス
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

外
部
条
件
に
変
化
は
あ
っ

た
か
そ
れ
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た

か そ
れ
に
対
す
る
対
応
は
適

切
で
あ
っ
た
か

外
部
条
件
の
変
化
の
有
無
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

与
え
た
変
化
と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
状
況

◆
外
部
条
件
の
変
化
は
な
か
っ
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
の
教

育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文

化
局
の
権
限
・
役
割
は
明
確

か

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
の
位
置
づ
け

（
権
限
、
役
割
、
責
任
、
他
機
関
と
の
関
係
）

◆
D
P
E
C
、
IF
P
な
ら
び
に
S
D
E
J
T
の
役
割
と
責
任
は
ク
リ
ア
で
あ
っ
た
。

◆
M
E
C
の
役
割
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
国
家
戦
略
と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

モ
国
側
責
任
者
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の
参

加
の
度
合
い
は
適
切
か

モ
側
責
任
者
・
関
係
者
の
意
識
と
参
加
度
合
い

◆
D
P
E
C
の
教
育
開
発
課
課
長
の
参
加
度
合
い
は
、
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
日
常
の
仕
事
量
な
ど
を
考
え
る
と
高
く
は
な
か
っ
た
が
、
適
当
で
あ
っ
た
。

◆
D
P
E
C
局
長
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
度
合
い
お
よ
び
理
解
度
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。

◆
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
州
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
M
E
C
の
参
加
度
合
い
は
高
く
な
い
。
M
E
C
担
当
官
は
2
0
0
6
年
1
1
月
、
2
0
0
7
年
3
月
、
7
月
、
1
0
月
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
視
察
し
た
。

適
切
な
C
/
P
が
配
置
さ
れ
た

か
C
/
P
配
置
に
つ
い
て
の
日
本
人
専
門
家
の
評
価
・
満

足
度

◆
C
/
P
の
人
数
と
質
は
十
分
で
あ
っ
た
が
、
日
常
の
業
務
や
他
の
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
た
め
、
C
/
P
は
多
忙
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
与
が
常
に
で
き
て
い
た

と
は
言
え
な
い
。

C
/
P
側
の
予
算
の
配
分
は

十
分
か

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
投
入
実
績

◆
現
在
の
と
こ
ろ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
予
算
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

教
育
開
発
政
策
と
の
整
合

性
は
あ
る
か

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
教
育
開
発
方
針

◆
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
は
M
D
G
を
批
准
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
M
D
G
と
し
て
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
3
:　
す
べ
て
の
子
供
が
男
女
の
区
別
な
く
初
等
教
育
の
全
過
程

を
修
了
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
4
：
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
男
女
格
差
を
解
消
す
る
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
貧
困
削
減
行
動
計
画
II

(2
0
0
6
-
2
0
0
9
)、
 教
育
セ
ク
タ
ー
戦
略
計
画
(2
0
0
5
-
2
0
0
9
) 
及
び
教
員
教
育
戦
略
（
2
0
0
5
-
2
0
1
5
）
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
学
習
達
成
度
向
上
に
資
す
る
教
育
と
教
授
法
の
質

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

上
位
目
標
と
日
本
の
開
発

援
助
政
策
と
の
整
合
性
は

あ
る
か

日
本
の
対
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
援
助
方
針

◆
教
育
セ
ク
タ
ー
を
含
む
社
会
セ
ク
タ
ー
は
日
本
の
援
助
戦
略
が
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
い
て
焦
点
を
置
い
て
い
る
分
野
の
1
つ
で
あ
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
J
IC
A
の
持
つ

知
見
、
人
間
の
安
全
保
障
の
観
点
、
M
D
G
達
成
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
か
ら
、
基
礎
教
育
を
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
に
お
け
る
優
先
サ
ブ
セ
ク
タ
ー
と
位
置
付
け
た
J
IC
A
の
国

別
事
業
実
施
計
画
(2
0
0
6
)に
も
合
致
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
の

選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
の
選
定
根
拠
・
基
準

◆
C
R
E
S
C
E
R
研
修
を
補
完
す
る
た
め
、
C
R
E
S
C
E
R
が
実
施
さ
れ
て
い
る
6
郡
が
選
ば
れ
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選

定
は
的
確
だ
っ
た
か

C
/
P
機
関
お
よ
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
選
定
プ
ロ

セ
ス

◆
2
0
0
6
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
の
ガ
ザ
州
の
状
況
及
び
C
R
E
S
C
E
R
が
6
郡
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
・
機
関
の
選
定
は

適
切
で
あ
っ
た
。

モ
国
政
府
に
よ
る
C
R
E
S
C
E
R
研
修
の
実
施
実
績

◆
C
R
E
S
C
E
R
 の
中
央
レ
ベ
ル
で
の
研
修
は
2
0
0
8
年
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
2
0
0
9
年
も
中
央
レ
ベ
ル
で
は
行
わ
れ
る
予
定
は
な
い
。
2
0
0
8
年
は
ガ
ザ
州
に
お
い
て
州
レ
ベ

ル
の
研
修
は
行
わ
れ
て
い
る
。

教
室
建
設
サ
イ
ト
の
住
民
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

の
賛
同
度
合

◆
本
前
提
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域

の
教
員
の
授
業
実
施
能
力

向
上
の
戦
略
と
し
て
適
切

だ
っ
た
か

6
郡
選
定
の
適
切
性
、
C
R
E
S
C
E
R
本
研
修
を
強
化
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
適
切
性

◆
C
R
E
S
C
E
R
研
修
は
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
紹
介
な
ら
び
に
教
授
法
の
改
善
を
目
的
と
し
て
2
0
0
4
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
有
資
格
・
無
資
格
教
員
と
も
同
研
修
を
受

け
て
い
る
。
ガ
ザ
州
で
は
1
2
郡
中
6
郡
を
対
象
に
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
研
修
は
年
に
1
、
2
度
講
義
形
式
の
研
修
が
実
施
さ
れ
る
の
み
で
、
教
室
レ
ベ
ル
で
の
実
践
の
機
会

を
与
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
「
研
修
の
成
果
」
を
「
教
室
の
変
化
」
に
つ
な
げ
る
新
た
な
活
動
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
C
R
E
S
C
E
R
研

修
で
不
足
し
て
い
る
実
践
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

◆
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
お
い
て
授
業
研
究
と
い
う
手
法
は
以
前
か
ら
あ
り
、
な
じ
み
が
あ
っ
た
。

前
提
条
件
に
変
化
は
な
い

か
、
満
た
さ
れ
て
い
る
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
州
・
郡
に

お
け
る
主
要
基
礎
教
育
指

標
の
推
移
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
、
現
在
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る

か

◆
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
急
激
な
生
徒
の
増
加
に
よ
り
無
資
格
教
員
の
割
合
が
4
4
.1
%
と
高
く
、
特
に
ガ
ザ
州
で
は
5
7
.1
%
と
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
。
結
果
と
し
て
、
E
P
1

レ
ベ
ル
で
の
留
年
率
は
2
5
.2
%
に
の
ぼ
り
、
全
国
平
均
の
2
0
.8
%
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ガ
ザ
州
の
小
学
校
の
7
0
%
以
上
が
適
切
な
校
舎
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
教
員
の

研
修
実
施
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

無
資
格
前
期
初
等
教
育
教
員
比
率
の
全
国
平
均
の

推
移
(2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

ガ
ザ
州
無
資
格
教
員
比
率
の
推
移
（
2
0
0
4
-
2
0
0
9
)

前
期
初
等
教
育
留
年
率
全
国
平
均
の
推
移
（
2
0
0
4
-

2
0
0
9
)

ガ
ザ
州
前
期
初
等
教
育
留
年
率
の
推
移
（
2
0
0
4
-

2
0
0
9
)

妥
当
性

－140－



評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

協
力
内
容
・
分
野
に
対
す
る

J
IC
A
の
こ
れ
ま
で
の
支
援

実
績
は
あ
る
か

知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か

本
分
野
に
お
け
る
日
本
の
過
去
の
実
績
と
経
験

C
/
P
か
ら
の
評
価

◆
J
IC
A
は
授
業
研
究
の
手
法
を
使
っ
た
教
員
研
修
を
ザ
ン
ビ
ア
と
ボ
リ
ビ
ア
に
て
実
施
し
た
実
績
を
持
つ
。
ま
た
、
授
業
研
究
は
日
本
が
長
く
豊
富
な
経
験
を
持
つ
教
員
研

修
の
手
法
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
巻
く
環
境

（
他
ド
ナ
ー
の
援
助
動
向
含

む
）
に
変
化
は
あ
っ
た
か
,そ

れ
に
よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
変
化
を
示
す
情
報
、
他
ド

ナ
ー
の
援
助
動
向
の
推
移

◆
2
0
0
8
年
よ
り
IF
P
が
現
職
教
員
研
修
の
担
当
機
関
と
な
っ
た
た
め
、
IF
P
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
与
が
増
え
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成

を
促
進
・
阻
害
す
る
要
因
は

あ
る
か

促
進
要
因
、
阻
害
要
因
と
対
処
方
法

◆
C
C
A
研
修
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
る
授
業
の
質
は
、
観
察
し
て
い
る
教
員
の
実
施
す
る
授
業
の
質
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た
た
め
、
教
員
た
ち
が
新
た
な
質
の
よ

い
教
授
法
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
IF
P
の
講
師
た
ち
に
よ
る
授
業
を
観
察
・
評
価
す
る
モ
デ
ル
学
区
研
修
が
導
入
さ
れ
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

十
分
で
あ
る
か

外
部
条
件
と
因
果
関
係
か
ら
確
認
さ
れ
る
計
画
の
論

理
性

◆
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
十
分
で
あ
っ
た
。

対
象
郡
の
研
修
を
受
け
た
教
員
の
郡
内
の
小
学
校

で
の
勤
務
継
続
状
況

◆
研
修
を
受
け
た
教
員
の
退
職
、
移
動
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
定
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

H
IV
/
A
ID
S
の
影
響
に
よ
る
教
員
不
足
の
影
響
の
有

無
◆
H
IV
/
A
ID
S
に
よ
る
教
員
の
不
足
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
定
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
阻
害
し

た
要
因
は
あ
る
か

阻
害
要
因
と
対
処
方
法

◆
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
1
に
関
し
て
は
、
教
育
大
学
の
比
較
的
低
い
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
、
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
に
関
す
る
計
画
・
立
案
の
弱
さ
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
1
達

成
を
阻
害
し
た
。

活
動
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
ま
で

の
外
部
条
件
は
現
時
点
で

も
正
し
い
か
、
外
部
条
件
に

よ
る
影
響
は
あ
っ
た
か

研
修
を
受
講
し
た
主
要
な
C
/
P
の
移
動
頻
度

◆
C
/
P
の
移
動
頻
度
は
あ
ま
り
頻
繁
で
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
定
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。

供
与
機
材
（
種
類
、
機
種
、
数
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

◆
種
類
、
機
種
、
数
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
適
切
で
あ
っ
た
。

C
/
P
配
置
（
人
数
、
分
野
、
タ
イ
ミ
ン
グ
）

◆
人
数
、
分
野
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も
適
切
で
あ
っ
た
。

活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
産
出

に
十
分
で
あ
っ
た
か

活
動
実
績
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
実
績

◆
活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
産
出
に
十
分
で
あ
っ
た
。

J
IC
A
に
よ
る
技
術
移
転
の

方
法
が
C
/
P
に
と
っ
て
受
け

入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た

か

C
/
P
の
満
足
度
、
改
善
点

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
期
に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
能
力
開
発
を
目
的
と
し
て
、
日
本
人
専
門
家
は
D
P
E
C
の
C
/
P
を
学
校
レ
ベ
ル
で
の
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
同
行
さ
せ
た
。

◆
研
修
準
備
お
よ
び
研
修
後
会
議
を
と
し
て
、
C
/
P
た
ち
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
ス
キ
ル
を
習
得
し
た
。

◆
補
助
教
材
作
成
に
当
た
っ
て
、
日
本
人
専
門
家
よ
り
技
術
指
導
が
行
わ
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管
理

体
制
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

推
進
に
効
果
的
か
つ
効
率

的
で
あ
っ
た
か

教
育
文
化
省
、
州
・
郡
教
育
文
化
局
の
業
務
現
状
、

N
G
O
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
、

J
IC
A
本
部
、
J
IC
A
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務
所
、
教
育
文

化
省
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
J
IC
A

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
事
務
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
管
理
体
制
は
十
分
に
機
能
し
た
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
に
至
る
ま
で
の
外

部
条
件
は
現
在
に
お
い
て

も
正
し
い
か

有
効
性

効
率
性

活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
過

不
足
の
無
い
量
・
質
の
投
入

が
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ
れ

た
か
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

費
用
対
効
果
を
高
め
る
た

め
に
、
対
象
州
・
郡
の
リ

ソ
ー
ス
や
経
験
が
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
か

対
象
州
・
郡
の
リ
ソ
ー
ス
お
よ
び
現
行
C
R
E
S
C
E
R
本

体
の
研
修
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
人
材
・
機
材
な
ど
の
活

用
例
と
そ
の
効
果

◆
補
助
教
材
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
C
C
A
 W
G
の
一
員
で
あ
る
IF
P
の
講
師
た
ち
に
委
託
さ
れ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
を
含
む
彼
ら
の
知
見
を
生
か
し
て
作
成
さ
れ
た
。
こ
の

作
業
に
関
し
て
日
当
は
支
払
わ
れ
た
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
雇
う
よ
り
も
低
い
コ
ス
ト
で
作
成
で
き
て
い
る
。

上
記
以
外
の
方
策
で
有
効

な
方
策
は
採
ら
れ
て
い
る
か

U
D
E
B
A
、
C
C
M
に
委
託
し
た
事
業
と
活
動
に
よ
り
想

定
し
た
成
果
は
出
現
し
た
か
、
ま
た
そ
れ
に
伴
い
支

出
し
た
金
額
は
適
当
で
あ
っ
た
か

◆
5
つ
の
校
舎
が
ロ
ー
カ
ル
N
G
O
で
あ
る
U
D
E
B
A
と
C
C
M
に
委
託
さ
れ
、
住
民
参
加
の
も
と
建
設
さ
れ
た
。
1
教
室
当
た
り
の
コ
ス
ト
は
、
通
常
の
学
校
建
設
コ
ス
ト
よ
り
か
な

り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
E
F
A
-
F
T
I資
金
で
の
建
設
コ
ス
ト
と
同
等
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
ま
た
建
設
さ
れ
た
校
舎
は
適
当
な
工
期
と
質
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果
を
高

め
る
た
め
に
他
ド
ナ
ー
及
び

他
ス
キ
ー
ム
と
の
協
力
・
連

携
が
効
果
的
に
な
さ
れ
た
か

C
R
E
S
C
E
R
本
研
修
、
外
務
省
草
の
根
無
償
、

S
M
A
S
S
E
、
E
F
A
-
F
T
I、
お
よ
び
他
ド
ナ
ー
と
の
連
携

状
況

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
学
校
建
設
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
U
D
E
B
A
と
C
C
M
は
草
の
根
無
償
資
金
に
応
募
し
て
お
り
、
現
在
選
考
中
で
あ
る
。

◆
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
C
R
E
S
C
E
R
研
修
に
沿
う
形
で
形
成
さ
れ
た
た
め
、
C
/
P
や
教
員
は
す
で
に
ベ
ー
ス
と
な
る
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
授
法
な
ど
の
知
識
を
あ
る
程
度

持
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
生
か
し
て
研
修
が
行
わ
れ
た
。

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
正

の
影
響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
法
律
・
制
度
・
基
準
等
の
整
備
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

人
権
・
貧
富
な
ど
社
会
・
文
化
的
側
面
、
技
術
面
で
の

変
革
、
対
象
社
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
・
受
益
者
な

ど
へ
の
経
済
的
影
響

対
象
州
・
郡
内
に
お
け
る
自
発
的
な
関
連
活
動
の
実

施
、
他
州
・
郡
に
よ
る
同
様
の
研
修
モ
デ
ル
の
採
択
、

C
R
E
S
C
E
R
本
体
の
研
修
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
他
ド

ナ
ー
と
強
調
し
た
効
果
的
政
策
提
言
の
有
無
、
住
民

参
加
の
学
校
建
設
手
法
の
他
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
共

有

◆
数
人
の
学
校
長
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た
授
業
評
価
表
を
使
用
し
て
教
員
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
独
自
で
行
っ
て
い
る
。

◆
IF
P
講
師
が
C
C
A
研
修
や
モ
デ
ル
学
区
研
修
を
通
じ
て
、
現
場
で
の
教
員
の
課
題
を
具
体
的
に
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、
IF
P
で
の
授
業
が
よ
り
実
践
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

◆
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
し
た
補
助
教
材
が
IF
P
で
の
授
業
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
 新
し
い
校
舎
の
建
設
に
携
わ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
建
設
、
運
営
管
理
、
あ
る
い
は
会
計
の
能
力
を
習
得
し
た
。

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
負

の
影
響
は
あ
っ
た
か

政
策
、
法
律
・
制
度
・
基
準
等
の
整
備
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

人
権
・
貧
富
な
ど
社
会
・
文
化
的
側
面
、
技
術
面
で
の

変
革
、
対
象
社
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
・
受
益
者
な

ど
へ
の
経
済
的
影
響

◆
負
の
影
響
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
し
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
国
側
の
方
針
、
今
後
の
計
画

◆
今
年
は
大
統
領
選
挙
が
控
え
て
い
る
が
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
国
は
M
D
G
を
批
准
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
後
も
初
等
教
育
分
野
に
お
い
て
の
政
策
的
支
援
は
得
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
支
援
も
継
続
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
し
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
対
象

州
教
育
文
化
局
の
活
動
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
る
見
込

み
、
具
体
的
な
計
画
の
有
無

◆
終
了
時
評
価
時
点
に
お
い
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
予
算
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
継
続
の
具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、
D
P
E
C
に
よ
る
と
コ
モ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
を

使
っ
て
C
C
A
研
修
を
実
施
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
出
金
額
推
移
◆
現
在
の
と
こ
ろ
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
側
の
予
算
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

対
象
州
教
育
文
化
局
に
お
け
る
今
後
の
予
算
計
画

◆
D
P
E
C
に
よ
る
と
コ
モ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
を
使
っ
て
C
C
A
研
修
を
実
施
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

教
育
文
化
省
、
対
象
州
・
郡
教
育
文
化
局
に
お
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
認
識
の
度
合
い
と
関
与
状

況
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
与
に
関
す
る
課
題

◆
C
C
A
 W
G
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
度
お
よ
び
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高
い
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル
を
含
む
D
P
E
C
組
織
全
体
と
し
て
の
理
解
度
・
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
あ
ま
り
高
く
な
い
。

◆
M
E
C
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
与
は
低
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
の
み
で
あ
っ
た
。

◆
C
/
P
は
他
の
業
務
や
他
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
多
忙
で
あ
っ
た
。

中
央
政
府
、
州
、
郡
関
係
者
の
活
動
状
況
、
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
度
合
い

◆
D
P
E
C
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
レ
ベ
ル
の
C
/
P
お
よ
び
S
D
E
J
T
の
C
/
P
（
C
C
A
 W
G
メ
ン
バ
ー
）
 の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高
い
。

配
置
・
訓
練
さ
れ
た
モ
国
側

人
員
は
留
任
す
る
か

人
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場

合
の
対
策
は
あ
る
か

配
置
・
訓
練
さ
れ
た
モ
国
側
人
員
は
留
任
す
る
か

人
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
の
対
策
は
あ
る
か

◆
人
員
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
ま
り
頻
繁
で
な
く
、
想
定
の
範
囲
内
で
あ
る
。

本
ア
プ
ロ
ー
チ
が
今
後
対
象

州
・
郡
の
活
動
と
し
て
十
分

な
予
算
が
確
保
さ
れ
る
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
政

策
的
な
支
援
が
持
続
す
る

か 現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
体
制

（
教
育
文
化
省
、
対
象
州
・

郡
教
育
文
化
局
）
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
効
果
を

挙
げ
る
活
動
を
実
施
す
る
に

足
る
組
織
能
力
が
あ
る
か

イ
ン
パ
ク
ト

自
立
発
展
性
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評
価
グ
リ
ッ
ド
結
果
：
ガ
ザ
州
初
等
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
評
価

評
価
設
問

必
要
な
デ
ー
タ

評
価
結
果

移
転
し
た
技
術
の
定
着
度
、
さ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
技

術
・
能
力
、
自
力
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
有
無

◆
C
C
A
 W
G
は
定
期
的
に
C
C
A
研
修
を
実
施
す
る
能
力
を
習
得
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
1
) 
教
員
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
問
題
点
を
抽
出
す
る
ス
キ
ル
、
2
) 
教
員
と
彼
ら

の
持
つ
課
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
ス
キ
ル
、
3
)I
F
P
講
師
た
ち
に
お
い
て
は
、
IF
P
の
生
徒
た
ち
を
指
導
す
る
際
に
有
効
な
、
実
践
的
知
識
、
が
開
発
さ
れ
た
。

◆
C
C
A
 W
G
は
予
算
が
確
保
さ
れ
れ
ば
C
C
A
研
修
を
継
続
し
た
い
と
い
う
意
思
を
示
し
て
い
る
。

州
・
郡
関
係
者
へ
の
技
術
の
定
着
度
、
課
題
は
何
か
◆
今
後
さ
ら
に
C
C
A
研
修
を
改
善
し
て
い
く
に
は
、
D
P
E
C
、
S
D
E
J
T
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
教
育
学
的
観
点
に
基
づ
い
た
教
員
へ
の
指
導
と
助
言
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
彼
ら

の
教
育
学
に
関
す
る
専
門
知
識
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
建
設
・
整
備

さ
れ
た
校
舎
・
資
機
材
の
維

持
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か

校
舎
・
施
設
・
資
機
材
の
維
持
管
理
・
活
用
状
況

◆
車
両
、
バ
イ
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
IT
機
材
は
適
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
り
学
校
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
体
制
が
作
ら
れ
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
規
定
も
作
成
さ
れ
た
。

◆
C
C
M
に
よ
り
学
校
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
配
布
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
効
果
が
引
き
続
き
発
現
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
要
因

◆
研
修
実
施
の
た
め
の
予
算
確
保
の
可
能
性
が
定
か
で
な
い
こ
と
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
ら
れ
た
効
果
が
引
き
続
き
発
現
し

て
い
く
た
め
の
阻
害
要
因
と
な
る
も
の

◆
阻
害
要
因
は
特
に
な
い
。

持
続
的
効
果
の
発
現
要
因

と
阻
害
要
因

州
・
郡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に

独
自
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
、
実
施

す
る
能
力
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
有
し
て
い
る
か
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Questionnaire for Counterpart of Ministry of Education and Culture
Terminal Evaluation of the Strengthening of Primary Education in Gaza Province, JICA

Dear Mr. Manuel Rego, Director of Planning and Cooperation, Ministry of Education and Culture

This questionnaire was prepared for the terminal evaluation of the Strengthening of Primary
Education in Gaza Province Project. The evaluation was designed in line with JICA Guideline for
Project Evaluation.

The responses will be analyzed by a consultant, who is a member of the Terminal Evaluation Team.

The result of analysis will be published in the Final Evaluation Report, but each response will be
kept confidential.

The questionnaire is comprised of 8 parts.

0. The system of the government regarding teacher training

1. Achievement

2. Implementation Process

3. Relevance

4. Effectiveness

5. Efficiency

6. Impact

7. Sustainability

Please note the following:

a. Please write your name, title and function　on top of the evaluation sheet (The results of each
questionnaire are kept strictly confidential.)

b. In order to respond to the multiple-choice questions,
- If you use a computer in answering, please mark (*) on the cell of your choice or please color the
cell of your choice.
- If you write directly on the questionnaire paper, please ✔on the cell of your choice.

c. Please add brief comments on the reasons for each of your selection.

d. Please write your answers and comments for other types of questions.

e. Please try to answer all the questions, but if there are questions which are not relevant to you,
please skip them.

Please fill out the questionnaire and send it back to JICA staff by April 10, 2009.

Your kind cooperation would be much appreciated.

Sincerely yours,

Chie Tsubone (Ms.) Consultant (Evaluation Analysis), Terminal Evaluation Team

５　質問票
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Questionnaire for Provincial Counterpart
Terminal Evaluation of the Strengthening of Primary Education in Gaza Province, JICA

Dear Mr. Joao Trabule, Director, Provincial Directorate of Education and Culture in Gaza Province

This questionnaire was prepared for the terminal evaluation of the Strengthening of Primary
Education in Gaza Province Project. This evaluation was designed in line with JICA Guideline for
Project Evaluation.

The responses will be analyzed by a consultant, who is a member of the Terminal Evaluation Team.

The result of analysis will be published in the Terminal Evaluation Report, but each response will be
kept confidential.

The questionnaire is comprised of 7 parts.

1. Achievement

2. Implementation Process

3. Relevance

4. Effectiveness

5. Efficiency

6. Impact

7. Sustainability

Please note the following:

a. Please write your name, title and function on top of the evaluation sheet　(The results of each
questionnaire are kept strictly confidential.)

b. In order to respond to the multiple-choice questions,
- If you use a computer in answering, please mark (*) on the cell of your choice or please color the
cell of your choice.
- If you write directly on the questionnaire paper, please ✔on the cell of your choice.

c. Please add brief comments on the reasons for each of your selection.

d. Please write your answers and comments for other types of questions.

e. Please try to answer all the questions, but if there are questions which are not relevant to you,
please skip them.

Please fill out the questionnaire and send it back to JICA staff by April 10, 2008.

Your kind cooperation would be much appreciated.

Sincerely yours,

Chie Tsubone (Ms.) Consultant (Evaluation Analysis), Terminal Evaluation Team
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Questionnaire for NGO Counterpart
Terminal Evaluation of the Strengthening of Primary Education in Gaza Province Project, JICA

Dear sir/madam,

This questionnaire was prepared for the terminal evaluation of Strengthening of Primary Education
in Gaza Province Project. This evaluation was designed in line with JICA Guideline for Project

The responses will be analyzed by a consultant, who is a member of the Final Evaluation Team.

The result of analysis will be published in the Final Evaluation Report, but each response will be
kept confidential.

The questionnaire is comprised of 7 parts.

1. Achievement

2. Implementation Process

3. Relevance

4. Effectiveness

5. Efficiency

6. Impact

7. Sustainability

Please note the following:

a. Please write your name, title and function on top of the evaluation sheet (The results of each
questionnaire are kept strictly confidential.)

b. In order to respond to the multiple-choice questions,
- If you use a computer in answering, please mark (*) on the cell of your choice or please color the
cell of your choice.
- If you write directly on the questionnaire paper, please ✔on the cell of your choice.

c. Please add brief comments on the reasons for each of your selection.

d. Please write your answers and comments for other types of questions.

e. Please try to answer all the questions, but if there are questions which are not relevant to you,
please skip them.

Please fill out the questionnaire and send it back to JICA staff by April 10, 2009.

Your kind cooperation would be much appreciated.

Sincerely yours,

Chie Tsubone (Ms.) Consultant (Evaluation Analysis), Terminal Evaluation Team
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モザンビーク国 ガザ州初等教育強化計画プロジェクト 
終了時評価調査 現地報告書 

2009年 4月 28日 
  

総括  西方憲広 
 協力計画 大野憲太 
教育計画 下田旭美 
評価分析 坪根千恵 

 
評価調査団は、4月 12日から 4月 28日まで現地調査を行ったところ、その結果を以下に報告し
ます。 
 
1. プロジェクトの進捗状況 
プロジェクト成果毎の主要な進捗・達成事項について、以下の点を確認した。 
 
【成果１】案件開始と終了時点の対象 6郡での授業実施上の問題点が把握・共有される。 
・ 下記 3つの調査が実施された。 

調査名 時期 実施者 情報共有 

中間評価調査 2007年 7月 教育大学 
6 郡、ガザ州教育文化局、
IFP、教育文化省 

CCA研修ニーズ調査 2008年初頭 日本人専門家 プロジェクト関係者 

インパクト調査 2009年 9月 国立教育開発研究所 

プロジェクト終了時までに、モ

ザンビーク教育関係者やドナ

ーに向けてのセミナーを予

定。 
・ 中間評価調査は当初ベースライン調査して実施を予定していたが、調査実施者の選定と

契約に 8 ヶ月間要したため、現状にあわせ中間評価調査となった。 
・ しかし、中間評価調査の結果は、プロジェクトとして質的に満足のいくものでなく、インパク

ト調査は、別途違う団体への委託にした。 
・ そのため、中間調査評価とインパクト調査の手法が異なったため、当初予定していた比較

が困難となった。  
【成果２】対象郡において、CCA研修が州教育文化局と IFPによって主体的に実施される 
・ CCA研修は、プロジェクト期間中に計画通り 16回実施され、延べ 31,269人が研修に参加し、
参加率は、常時 81%以上であった。  

・ CCA ワーキンググループも組織的に運営され、CCA 研修前後の準備、反省の会議も主体
的に実施されている。 

【成果３】ワーキンググループでモニタリング手法を開発し、CCA研修の中で実践する 

６　現地調査報告書
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・ モニタリング手法は、ワーキンググループ（IFP 講師、ガザ州教育文化局、郡教育文化局）
と日本人専門家とで開発、改訂された。 

・ CCA 研修のデモ授業の際に、ワーキンググループや授業観察者によりモニタリングシート
が使用され、終了後、研修後検討会で、結果をフィードバックしている。 

・ CCA 研修後の反省の会議では、各郡の代表者のより、参加者のモニタリングシートの結果
やコメントのまとめが発表されている。 

【成果４】教室環境が劣悪な学区中心校に対し、研修の実施のための教室を適切な仕様・工期・プ

ロセスにて建設する。 
・下記のように 5校にて教室が建設され、同校での研修参加人数は増加傾向にある。 

建設校での建設前後の教員参加実績の推移（  は建設年） 
受講者数 

学校名 2006 2007 2008 

Thatelane  22  23 26 
Malahice  19  23 25 
Olombe 14  17  20 
Banine 21  24  26 
Betula 18 20  25  

出所:終了時評価団により作成 (2009). 

・建設コストは FTIで建設された教室と同様の低コストで建設されている。 

1教室の建設コスト (MTN)1 
 2006 2007 2008 
本プロジェクト 268,971 253,500 211,767 
EFA-FTI 145,666 205,864 205,864 
出所:終了時評価団により作成 (2009). 
・工期は概ね計画通りに実施されている。 
・教室の質に関しても、終了時評価団の視察でも確認されており、メンテナンスに関するマニュ

アルも印刷予定で、その後、コミュニティーに配布予定である。 
 
２．評価結果 
 投入実績、実施プロセス、成果・プロジェクト目標の達成状況に基づいて調査を行い、プロジェク

ト目標の達成状況および DAC5項目に基づいて評価を実施した。 
 
（１）プロジェクト目標の達成状況 
ガザ州のプロジェクト実施対象 6 郡において、教室レベルでの活動を主体とした「CCA 研修」が

                                                 
1 *1USD=¥97.29=26.55MTN (JICA regulated rate in April 2009) 

－148－



 

  

定期的に実施されることにより、教員の授業実施能力が向上する。 
（指標１）対象 6郡内での研修実施頻度と、研修対象となる教員の参加割合 

・ 計画通り 16回の研修が実施され、延べ 31,269人が研修に参加した。参加率は、常時 81%以上で
あった。  

（指標２）授業参観のモニタリングツールによる、教員の授業実施能力の向上 
・ 授業参観のモニタリングツールを元に作成した教員の自己評価では、教員の自己能力向上の

傾向が見られた。 
（指標３）対象郡の郡教育局技官・教員・児童を対象とした、授業内容に関する調査結果の向上 
・ インパクト調査や関係者のインタビューで、教員の授業計画案の作成の定着度の向上が確認

された。 
・ また、関係者インタビューでは、授業の分析力が向上し、よい授業を実施するための課題や教

育学的視点の導入、生徒を中心とした授業等の向上が確認された。 
・ 他方で、更なる生徒中心とした授業の実施や、授業計画の教室レベルでの実践の向上との今

後の課題も確認された。 
 
  以上の通り、プロジェクト終了までにプロジェクト目標はある一定程度達成される見込みである。 
 
（２）DAC5項目評価 
 ①5項目検証 
  妥当性   ： 高   

△ＭＤＧsへの高いコミットメントあり。 
△「教育セクター戦略計画 2」、「教員教育戦略セクター」では教育の質の向上が明
記されている。 

  有効性   ： 中  
△プロジェクト目標がある一定程度達成される見込み。 
 △成果 2～4 まで計画通り実施され、プロジェクト目標の発現に貢献している。 
 ▼授業実践能力の向上への課題が確認された。 
 ▼成果 1 の調査が計画通りの実施がなされておらず、プロジェクト目標の発現に貢
献していない 

  効率性   ： 中の高      
         △一人専門家にも関わらず、成果の発現が高い（研修受講者の数、成果品の数

等）。 
▼成果 1の成果品が有効に活用できなかった。  

 インパクト  ： 中 
         ▼上位目標の指標である予算措置に関して、現時点では不明確である。 
         ▼他州、ガザ州内の他群への波及が見られない。 
         △追加活動のモデル ZIP研修による IFP講師の能力向上。 
         △教員養成コースでのモデル ZIP研修で作成された補助教材の活用。 
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自立発展性  ： 中 
▼CCA研修に係る予算措置が明確でない。 
△ 教育セクターの財政支援である FASE 予算に柔軟性があり、今度同予算を活用

した CCA研修の実施の可能性がある。 
 
②5項目評価まとめ 
【妥当性】 

モザンビークでは、MDGｓの達成に向けてコミットしており、本プロジェクトの関連する初
等教育分野はターゲット 2 と 3にあたる。また、PARPA II (2006-2009)（モザンビーク版 PRSP）
では教育セクターの教育の質の向上と学校建設の必要性が言及されている。さらに「教育セ

クター戦略計画 2」と「教員教育戦略セクター」では児童の学力向上のため教育の質向上に向
けて、学校建設の重要性が強調されており、本プロジェクトの妥当性は高いと評価される。

JICA の対モザンビーク国別事業実施計画（2006）においても、基礎教育分野は優先度の高い
サブセクターとして位置づけられている。 
 

【有効性】 
プロジェクト目標である教員の授業実践能力の向上は、教員の授業計画の作成能力の向

上の傾向が教員の自己評価アンケートや関係者インタビューで確認されている。また、プロジ

ェクト期間の後半、補助教材を使ったモデル ZIP 研修を IFP 講師中心に実施し、CCA 研修の
質の向上および授業実践能力の向上を試みているが、3 年間のプロジェクト期間での教員の
授業実践能力の向上には限界も見られ、児童を中心とした授業の実施や、授業計画の授業

での実践等課題も確認されている。成果 2から 4の成果は確認され、プロジェクト目標の発現
に貢献しているものの、成果 1については、計画通りに実施されておらず、プロジェクト目標達
成に貢献していない。 
 
【効率性】 
長期専門家 1名の投入規模を勘案すると、延べ約 31,000人への研修実施、中間評価調査、

インパクト調査、補助教材の作成、モニタリングシートの開発、CCA 研修導入マニュアル、5 校
の教室建設等、成果はかなり高いと判断される。また、上記成果は、現地のリソースを最大限

に活用しているため（現地 NGO を活用した学校建設等）、効率性は高いと考えられる。他方で、
当初予定していたベースライン調査の実施が遅れ中間評価調査になったことや、その調査結

果が有効に活用できるだけの質が担保できなかったことは、投入から適切な成果が発現され

なかったと判断される。 
 
【インパクト】 
上位目標の CCA 研修への予算措置に関しては、今後の明確な計画やコミットメントは確認
できなかった。また、他州からの CCA 研修の視察を受け入れたが、その後の他州やガザ州内
での他群への展開は確認されなかった。しかしながら、その他のインパクトとして、研修に関し
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ては、複数の校長によるプロジェクトで開発されたモニタリング用紙を活用した教員のモニタリ

ングの実施、モデル ZIP 研修の実施を通しての IFP 講師の教育学的な能力の向上、IFP の教
員養成コースでのモデル ZIP 研修の補助教材の活用による授業の質の向上等が確認できた。
また、学校建設に関しては、建設後のコミュニティーの学校活動への参加度の向上等が、イン

タビューで確認された。 
 
【自立発展性】 
終了時評価時点では、今後の CCA 研修実施に係る実施計画や予算措置はされてはいな
いが、モザンビークでは今後も MDGs達成に向けて基礎教育を重点分野としており、今後も教
員研修の優先度は高い。ただし、RDで合意していた CCA研修に係るカウンターパートへの日
当等が終了時評価時点でも手当てがされておらず、予算措置に係る見通しは明確ではない。

しかし、州教育事務局や IFPに配賦される教育セクターの財政支援FASE予算は柔軟性が高く、
FASE 予算での CCA 研修の可能性も考えられる。また、低コストで実施される CCA 研修は、そ
の他既存の教員研修システムへ取り込まれる可能性もある。 

 
３．評価結論 

終了時評価調査時に、成果 2，3，4 の発現は確認され、プロジェクト終了時までにプロジェクト
目標もある一定程度の見込みである。また 5 項目評価の結果は、妥当性が高く、有効性は中程
度、効率性は中の上程度、インパクト、自立発展性は中程度の評価である。 

 
４．提言 
 合同評価委員会は、前章までの評価結果に基づき、分析・検討を行い以下のように提言

する。 

 

プロジェクト終了前まで 

(1) CCA 研修により向上した授業実践能力の定量化 

 プロジェクト開始当初、評価の公平性を担保するために外部機関によるベースおよびエ

ンドライン調査を実施することとしたが、様々な問題により現在まで適切な定量的なデー

タ検証ができなかった。CCA 研修の有効性を確認するためにプロジェクトはきちんとした調

査法による定量的なデータの収集を計り、結果検証することが望ましい。具体的には ZIP

コーディネーターによる授業観察を実施し、2008 年 7 月と 10 月に実施したものと比較して

効果の発現状況を確認すること。 

 

（2）プロジェクト経験の制度化支援 

 CCA 研修をはじめとしたプロジェクトの活動ノウハウを業務フローの形で実施委員会メ

ンバーが中心となって文書化作業をすることが望ましい。本ドキュメントは教育省に提出

され、今後の教育政策立案の材料とされることが期待される。 
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(3) プロジェクト啓発活動を通した経験共有 

 ガザ州教育局内のプロジェクト実施担当者は自分たちのプロジェクトであるとの認識か

らプロジェクト運営に尽力していることが確認された。しかし、プロジェクトの経験は同

州内や教育省内で十分共有されているとはいえない。今後 CCA 研修視察や、ナショナルセ

ミナー等の機会を設定してプロジェクト活動を広く知らしめる必要がある。その上で、CCA

研修の経験をどのようにモザンビーク教育政策内に取り込むのかの議論をする必要がある。 

 

(4) ZIP 研修・土曜日研修内での CCA 研修実施の可能性を探る 

 現在まで教育省は本プロジェクト予算計上を決定していない。一方各学期末に５日ずつ

計画されている ZIP 研修や、毎土曜日の研修が制度化されつつあることから、同モダリテ

ィーの中で昼食を提供しなくても CCA 研修を計画実施することが可能であると思われる。

プロジェクトは前述の 2 つの研修モダリティー内での CCA 研修を試行的に実施し、その結

果を教育省に報告する必要がある。 

  

(5) 学校インフラ建設ノウハウの教育省・ドナーとの共有 

 本プロジェクトの住民参加型学校建設ノウハウが今後のモザンビークの学校建設のひと

つの戦略として取り入れられるためには、まず関係者に同ノウハウが情報共有される必要

がある。そのためには同マニュアルが作成された後、教育省・ドナー関係者に対してその

結果を報告する機会を持つ必要がある。 

 

プロジェクト終了後 

（6）CCA 研修の有効性の検証 

 上述のようにプロジェクト終了までに、CCA 研修の有効性に関する定量的な評価結果がで

るため、INDE がまとめるインパクト調査の結果と合わせて教育省・他ドナー間でその結果

を詳細に検討することが望まれる。 

 

（7）ZIP 研修、土曜日研修枠を活用した CCA 研修の制度化 

 （6）で本プロジェクトアプローチの有効性が検証された場合、CCA 研修アプローチの制

度化の可能性について検討されることが望まれる。CCA 研修を計画実施する際、ガザ州・郡

教育局の業務フローを検討しつつ、日常業務の中で実施可能かどうかの分析をすることが

重要である。その際、予算化の可能性や予算化が必要のない ZIP 研修や土曜日研修枠を利

用した実施可能性も考慮される必要がある。 

 

（8）CCA 研修アプローチ手法の啓発 

 教育文化省は、ガザ州 CCA 研修を他州や他の IFP が視察すること、またはガザ州 CCA ワ

ーキンググループを招聘したセミナー実施すること等を通して、広くその知見を教育セク

ターの他のステークホルダー間とで情報共有することが望まれる。 
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（9）プロジェクトの開発した教材の試用 

 プロジェクトが開発した種々の教材を、上記啓発活動等を通して関心を示した他州・郡

教育局、IFP に対して配布し試用させることが望まれる。その際、どのような機会に、誰に

対して、どのように使用し、どのような効果があったか等を記載するモニタリング用紙を

配布・回収して今後の同教材の有効な使用に関する戦略策定の元とする。 

 

（10）住民参加型学校建設の制度化 

 プロジェクトで実施した住民参加型による学校建設ノウハウをワークショップ等の機会

を通じて教育省・ドナー等に対し広く知らしめることが望まれる。今後本ノウハウは、モ

ザンビーク学校建設のスタンダードとして利用されることが期待される。 

 

５．教訓 

合同評価委員会は本プロジェクトから以下の教訓を抽出した。 

 

（1） 教師間の学びを重視したクラスター型研修の有効性 

 本プロジェクトでは、カスケード型 CRESER 研修を補完する形でのクラスター型研修形態

が採用され、その研修形態に一定の有効性が認められた。また本プロジェクト参加教師は、

これまで交流のなかった他校教師との学びあいに大きな意義を見出していることから（プ

ロジェクト開始以前は同じ ZIP 内に勤務していても異なる学校の教師が交流する機会が乏

しく、教師が自主的に学びあう機会がなかった）、本プロジェクトの教師に対して学びの機

会を提供する戦略は高く評価される。 

 

（2） 教師の能力を発揮させる研修手法 

 州・郡教育事務所、ZIP コーディネーター、IFP 教員と本プロジェクトのクラスター型研

修のコーディネーション並びに指導に携わったメンバーは、本プロジェクトを自分たちの

プロジェクトであり、教師の指導力を向上するために必要な研修であると認識し、積極的

にプロジェクト活動に携わった。このように現場の手で調整し実施するクラスター型の研

修は、彼ら自身の参加意欲を高め、同時に能力をも向上させる。本プロジェクトのような

手法をとることによってポテンシャルの高い教員の能力が発揮される場を与え、教員自身

の手で教育の質改善に資することが証明された。 

 

（3） IFP 教員を取り込むことの有効性 

 CRESCER研修講師として現職教員研修に講師として参加しているIFP教員は本プロジェク

トで講師として参加した。結果 IFP 教員は、同研修実施を通して自分の指導力が向上した、

と評価している。同時に新規教員養成課程の学生に対する授業の質も同時に向上すること

が期待される。このように本プロジェクトが採った方策は新規教員養成に対しても大きな

インパクトを出したと評価できる。 
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（4） 学校インフラ整備の重要性 

 本プロジェクトで建設された学校は児童の学習環境を改善しただけではなく、教師の研

修環境をも劇的に改善し、研修参加意欲・効果をも向上させることに成功した。学習・研

修効果に及ぼす環境整備は重要なテーマであり今後も計画的に取り組む必要がある。 

 

（5） 具体的な成果物の重要性 

 本プロジェクトは CCA 研修マニュアル、住民参加型学校インフラ建設レポートをはじめ

副教材等多数の印刷物が作成された。このように活動を具体的な成果物として残すことは、

今後同様の活動を計画実施するためには不可欠である。実施者の暗黙知をタイムリーに形

式知とすることの重要性を本プロジェクトは示している。 

 

５．日本側教訓 

日本側調査団は本プロジェクトから以下の項目を日本側教訓として抽出した。 

 

（1） 適切な日本側投入 

 本プロジェクトは上記のように 2 種類のコンポーネントを運営管理しなくてはならず、

業務管理を中心的 TOR として派遣された一名の長期専門家体制では限界があった。今後学

校インフラ整備を含むプロジェクトを計画する場合は、ガイドラインに沿って、JICA 全体

で管理できる体制を整備する必要がある。 

 

（2） 計画的な人材育成と適切な活用 

 ポルトガル語が話せる日本人専門家確保が非常に難しい中、今後モザンビーク等ポルト

ガル語圏での事業展開を考えると、計画的なポルトガル語人材の発掘育成が重要である。

また同人材確保が難しい場合は、ブラジル等の第三国専門家の発掘活用も視野に入れる必

要がある。 

 

（3） プロジェクトの有効性と戦略 

 モザンビークの教育セクターは多くのニーズが存在するため、今後の投入決定には選択

と集中が重要である。先方のニーズと日本側の比較優位性のある分野が一致した領域に対

して支援することにより、効果の最大化を引き出すような戦略設定が望ましい。今後、教

育専門家による適切な調査を実施し単独セクターでのスキーム連携によるプログラム化を

考えることも可能であろう。 

 

以上 

 
添付：団員構成、現地調査日程、面会者リスト 
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調査団の構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当分野 氏 名 派遣期間 所属 
【本邦団員】 

団長/総括 西方憲広 4/19-4/30 JICA 国際協力専門員/人間開発部課題アドバイ
ザー 

協力評価 下田旭美 4/14-4/30 JICA 人間開発部基礎教育G基礎教育第二課ジ
ュニア専門員 

評価分析 坪根千恵 4/11-4/29 株式会社 グローバルリンクマネジメント 

【現地団員】 

協力企画 1 大野憲太 4/11-4/30 モザンビーク事務所員 

協力企画 2 Simoes 
Victorino 4/11-4/30 モザンビーク事務所在外専門調整員 
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調査日程 

 

Mr.NISHIKATA Ms.SHIMODA Ms.TSUBONE
1820 Dep from Narita to Hong Kong（JL735）
2350 Dep to Johannesburg（SA287）

12-Apr Sun 0940 Dep. to Maputo（SA142), Arr.at Maputo1045

AM 1820 Dep from Narita to Hong
Kong（JL735） 9:00 Move to XaiXai-City

PM 2350Dep.  to Johannesburg
（SA287）

13:00 Interview with NGO CCM
Interview with Japanese Expart

AM 0940 tDep. to Maputo（SA142),
Arr.at Maputo1045 8:30 Interview with NGO UDEBA

PM 1400 Meeting with JICA Office 12:00 Malahice/Thatelane school observation

AM Documentation 9:00 Observation of CCA after-training meeting, interview
with SDEJT

PM 11:00 Move to XaiXai-City 13:00 Interview with IFP trainers
15:00 Interview with DPEC counterparts

AM

PM

19-Apr Sun

1820 Dep from Narita to
Hong Kong（JL735)
2350 Dep to Johannesburg
(SA287）
0940 Dep. to Maputo（SA142),
Arr.at Maputo1045

PM

24-Apr Fri

25-Apr Sat
26-Apr Sun
27-Apr Mon

1145 Dep. From Maputo to Johannesburg（SA143）

1655 to Hong Kong（SA286）

1530 Dep. From Hong Kong（SA286）
2010 Arr. At Narita（JL732）

Thu

Wed

Tue

16-Apr

15-Apr

Thu

Wed29-Apr

Tue28-Apr

1655 to Hong Kong（SA286）

Developing the Draft of Minutes of Meeting
1100 preparation of Presentation for JCC
Developing the Draft of Minutes of Meeting

0800 Visiting CCA Training and the Zip Model Training (Olombe Zip)

1730 Meeting with JICA Office

1300 Project Site Visit (Betula Schools)

1330 Move to Maputo

0800 Move to XaiXai-City

1530 Dep. From Hong Kong（SA286）

1145 Dep. From Maputo to Johannesburg（SA143）

1330 Report to Embassy of Japan
1530 Report to JICA Office

0930 Signing of the Minutes of Meeting /Joint Coordinating

0830 Meeting with Joint Evaluation Committee

20-Apr Mon

17-Apr

23-Apr

Wed22-Apr

Sat

Tue21-Apr

0930 Meeting wirh MEC on the Draft of Minutes of Meeting
Developing the Draft of Minutes of Meeting
Developing the Draft of Minutes of Meeting

Developing the Draft of Minutes of Meeting

Sat

18-Apr

1000 Interview to IFP Traininer
1200 Interview to DPEC C/P
1500 Interview to DPEC Director
1630 Interview to DPEC C/P

11-Apr

13-Apr

14-Apr

Fri

2010 Arr. At Narita（JL732）Thu30-Apr

Date

1600 Meeting with JICA Office

0800 Movie to Maputo
Documentation

0900 Meeting with Joint Evaluation Committee

Documentation

Mon
0900 Meeting with Joint Evaluation Committee
11:00 Interview to INDE (Impact Survey）
16:00 Interviwe to UP-Gaza (Mid-term evaluation Survey)
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面会者リスト 
 (1) Ministry of Education and Culture 

Ana Paulo Samo  Permanent Secretary  
Manuel Rego Planning and Cooperation National Director 
Joaquim Matavele Human Resources National Human Resource Deputy 
Crimildo Binana Planning and Cooperation Deputy Director 
Fernando Rachide Training Teacher Training Director  
Fernanda  General Education  
Zaida Baule Planning and Cooperation Chief of Department 
 
(2) Relevant Organizations INDE, UP, Schools 

Albertina das Dores G. 
Chachuaio Moreno 

National Institute of Education 
Development (INDE) 

Deputy Director 

Doutor Adriano Niquice University of Pedagogy Professor 
Geraldo Chale CCM Programme Officer 
Francisco Chirrime UDEBA Executive Director 
Nicos Moiane EPC Olombe Director 
Juvencio Limbue EPC Betula Director 

 
(3) JICA Mozambique Office 

Mr. Masami SHUKUNOBE Chief Representative, JICA Mozambique 
 

(4) Project Team 
Ms. Iki USHIRO  Japanese Expert 

João Foguete Trabuk Director, Provincial Department of 
Education and Culture-Gaza 

National Pedagogic Inspector of 
Mathematics 

Fanuel Chana 
Chief, Department of Pedagogic 
Development 
(DPEC-Gaza)  

Pedagogic Advisor 

Custódio Banze Chief of Teacher training in 
distance learning (DPEC-Gaza) 

Pedagogic Advisor 
Natural Science 

Daniel Mabota Teacher Training Institute  (IFP) Chief of Pedagogical advisor 
Portuguese 

Humiliano Langa Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
Natural science 

Armando Muchanga Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
Natural science 

Sansão Jalane Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
Portuguese 

Alfredo Chichango Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
Portuguese 

Jorge Francisco Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
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Mathematic 

Anibal Langa Teacher Training Institute  (IFP) Teacher trainer 
Mathematic 

Helena Luis 
Chief of Pedagogic Application 
Section 
District Service of Youth and 
Technology of Mandlakazi  

Pedagogic Advisor 
Natural Science 

Maria de Lourdes 
Chief of Pedagogic Application 
Section 
District Service of Youth and 
Technology of Chokwe 

Pedagogic Advisor 
Mathematic 

Benedito Julio Monjane 
Chief of Management Department 
District Service of Youth and 
Technology of Bilene 

Chief of Management Department 

Armando Chitoe 
Chief of Pedagogic Application 
Section 
District Service of Youth and 
Technology of Chibuto 

Pedagogic Advisor 
Mathematic 

Zafanias Marcolino Cumaio District Service of Youth and 
Technology of District of Xai-Xai Technical Officer, Natural Science 

Anibal Manuel Langa District Service of Youth and 
Technology of  Xai-Xai City Technical Officer, IFP 

Daniel Mabota District Service of Youth and 
Technology of  Xai-Xai City Technical Officer 

Jorge Francisco District Service of Youth and 
Technology of  Xai-Xai City Technical Officer 

Jaftalina Domingos Cuso District Service of Youth and 
Technology of  Xai-Xai City Technical Officer 

Liunio B. Albino District Service of Youth and 
Technology of  Xai-Xai City Technical Officer 

Agostinho Euginio Machava District Service of Youth and 
Technology of Mandlakazi Technical Officer, Mathematic 

Felix Fenias Machava District Service of Youth and 
Technology of Mandlakazi Technical Officer, Natural Science 

Jorge Francisco Nhatsave District Service of Youth and 
Technology of Chokwe Technical Officer, Portuguese 

Domingos Julio Uamusse District Service of Youth and 
Technology of Chokwe Technical Officer, Mathematics 

Rosta Eugenio Machava District Service of Youth and 
Technology of Chokwe Technical Officer, Natural Science 

Elisio F. Manhique District Service of Youth and 
Technology of Chibuto Technical Officer, Mathematics 

Sergio Alberto Tivane District Service of Youth and 
Technology of Chibuto Technical Officer, Natural Science 

Octavio Sobrl Planning Department 
DPEC-Gaza Engineer 
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